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刊行!「神奈川県植物誌1988J

1 9 7 9年以来 9年間にわたって続けてきた

植物分布の調査が，ようやく実を結ひ¥ 内申奈川

県植物誌1988Jが刊行された。 1400ベーヅを越え

る大冊であることもさることながら，全部の種類

の分布図を収録した点で，今までの地方植物誌に

ない画期的な内容と ，各界から好評を頂いたの

は，調査に携わった者として，嬉しくまた晴れが

ましいことであった。

この調査は，スタッフに植物分類の専門家がほ

とんど居らず，アマチュアとして研究を続けてき

た愛好家と，この調査をきっかけにセeロから勉強

を始めた主婦等が中心になって進めてきた。セソ

ターになったのは，大学で

た施設の博物館で‘ああつた。このように文字通り市

民による植物言編纂であったことにも，大きな意

義が認められるだろう。このことは同時に，得ら

れた情報が今後，県土の自然を守るために生かさ

れるかどうかも，市民の活躍の如何にかかってい

ることを示している。この植物誌が.失われる自

然の墓碑銘になることがなL、ように心していきた

いものである。

なお，植物言編纂の原動力であった大場達之先

生は，この仕事を最後に千葉県立博物館建設準備

室に転勤された。先生の芳沃地での御活躍をお祈

りしたい。
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-参加者の戸
植物誌の重み

鈴木ー喜

標本作りはこのところ手をつけたことがないの

に，今度は必ず l点づつの標本を作るとのことに

少しの戸惑いを感じた。自然保護運動の高まりに

つれて，一木ー草を採集しない態度が広まり，特

に三浦半島南部はその焦点になっていたので，採

集道具やかさばる野冊を持って，三浦の海岸，山

地，田畑を歩き回るのに多少気が引けたが，県博

の身分証明書を持って一年も経過すると気後れせ

ず採集して歩くことができた。標本も多くなり，

分担区域内の植生がつかめた。 しかしまだまだ未

知のものがあるだろうと予測され，今後ともフ

ローラカナガワの機関誌を通じて，今回の体験を

生かしていきたいものである。

神奈川県植物誌完成の出版記念の集まり，その

帰り途に手提け.袋に入った植物誌のどっしりとし

た計量的な重さには少なからず驚いた。しかし，

この計量的な重さはそれだけでも素晴らしい本だ

が，その内容はそれ以上のものだろうと思った。

途中で本を開くこともできず，帰宅してからゆっ

くり取り 出してみて，これまた非常な喜びを感得

した。頁を繰るごとに，その内容の重さに.たい

へん貴重な財産が私に授かったように思った。こ

の植物誌の誕生は，参加された方々の各メッ、ンュ

毎の丹念な採集調査の結果だし，専門分野を担当

されて，分類統括し，注釈説明，図解その他に学

術的にまとめられた努力に感謝したい。恐らく他

に類例を見ない，すぐれた植物誌が刊行されたこ

とについて，メッシュ担当者の一人に加えられた

ことに大変な誇りを持つことになったと今，深く

感じている。

大冊を座右に

林辰雄

どんな形の植物誌ができるのだろうか，多大の

関心を持っていた。その神奈川県植物誌が届い

て，まず篤いたのは，予想をはるかに越える大冊

であったことである。さっそく頁を聞いてみて，

素晴らしいカラー写真に見とれ，更に頁を繰って

いくと.検索表まで載っているのに，思わずヤッ

ター

書棚にある何冊かの植物誌と比べ，これは座右

に置いて，毎日聞いてみる価値の高い，植物誌で

ある。ただ，県内にない植物，例えばヤマヒヨド

リパナやオオウパュリ等も検索表に載っていれば

よかったと思う。

短期間にこれだけの大冊をまとめられた，編集

に携わった方々のこ苦労は，さぞ大変だったろう

と感謝しております。

ひるがえって，私の実績を振り返ってみると，

担当したメツ‘ンュの中でも，気にしながら歩けな

かった部分があったのは，悔やまれることで、あっ

た。楽しかったのは，長谷川さんのワコ'ン車に

乗って，何度か参加した重点調査である。オオク

ボシダやキクムグラ等，初めて見るものが毎回

あって，私にとってはたいへんプタラスになった採

集行であった。道路脇に腰を下ろし，採集品を新

聞紙にはさんだ作業も，今ではよい思い出であ

る。

植物調査会は今後も継続されるとL、う。野外植

物に興味を持つ者の交流の場として，この調査会

がこれからも活発に活動することを期待している

ので，今後の活動方針のようなものを示して頂き

たいと思う。

「家に居られない

事情でも・・・」

吉川アサ子

昭和54年3月，神奈川県植物誌調査会の発足

を，地元の神奈川新聞紙上で知り ，植物を愛する

一般からのボランティア参加に応募。

参加はしたものの. f素人に何が出来る」と陰

で言われるくらい，素人の上に"ど"がつく程で，

分類学の専門用語等の知識はまるでゼロ。

初めは，花の咲くものから，やがて名前の分か

らないものへと採集が進み，植物図鑑とにらめっ

この毎日。片端から採りまくり ，周囲の人から

「採集の鬼」とも言われた。更に，標本として作

成，博物館で同定を受け，整理作業等の活動も続

けた。

5 5年4月.遅々として進まない保土ヶ谷区の

調査に，大場先生が特別に出張して下さり，植物

と採集のノウハウを直接ご指導を頂き，改めて植
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物の難しさと大場先生の偉大さを知り，この一日

て勉強したことが，その後の活動に大きな影響を

与えてくれた。

5 8年 4月，第 l回の合同調査に参力比県西

部，北西部地域における採集調査活動を実施。以

後，再三にわたり積極的に参加して その都度同

行の各先生から生の指導を受け，自然界と植物に

ついての知識を，少なからず身につける機会に恵

まれた。

6 0年3月，前年に企業を定年退職した主人が

調査に同行協力してくれることになり 強力な

助っ人に感謝と勇気百倍。この頃，調査会からの

依頼で，遅れている神奈川区の調査を引き受ける

ことになり，併せて西区も応援する。炎天下の採

集行で，余りの暑さに，菅田の神明社の境内で休

憩し，少し早めの昼食(握り飯)をとっていた時

のことだった。通りかかった人が奇異の限で眺

め， 1"何か家に居られない事情でもおあり

で・.Jと言われ，早々とその場を引き上げた。

熊野堂へ向かう農道脇の芋畑で，テリミハイミチ

ヤナギを発見採集したのはこの日てあった。

地理には詳しくても，神奈川区の地図を買い

裏道から道のない薮の中までも調べて歩き，特に

羽沢町等は，その日で見きれない場合，翌日再び

半分を調べて歩くやり方で徹底的に実施した。暑

い夏の日は雨の降る臼を選んで歩くこともあり，

道を往く人には怪しまれ，お巡りさんには尋問さ

れ，放し飼いの猛犬に吠えつかれて往生すること

も再三あった。どう見ても，採集時の格好はまと

もではない。買物用の引き草に野冊一杯の雑草を

詰め，新聞紙の束をリュックサックに背負った主

人と，大きなヒ'ニールのゴミ袋に，採集した雑草

を入れ，膨らませて持ち歩いているのだから。こ

の調査での収穫は，ツノミオランダフウロを含む

34 1包また西区は 66種を追方嘆出すること

がで、きた。

6 1年5月 1年間神奈川区を採集して，地元

保土ヶ谷区が留守がちのため，最後の追込みをか

けることにする。

6 2年6月，主人が発見したオニクサヨシを採句

集して.ちょうど麦秋を迎え，イネ科の取り残し

に弾みがついた。そして，秋に向かつて生えるも

のへ的を絞って活動を進める。区内で lヶ所と・う

しても入れない神戸町の旧日本ガラス工場跡地を

採集地として選び，この広大な施設撤去後の跡地

にどのようにして入るかを検討。管財担当の野村
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不動産並びに建設担当の大林組の責任者と会い，

即日許可を得ることができた。場内の区域と限ら

れた 1時間半ほどの時間内で，ツタノハヒルガオ

を始め，オニチャガヤツリ，コパノコアカソ等を

含む収穫は誠に大であった。それから数日後，一

斉に全区域の建設工事が開始され，もう 2度と見

ることが不可能となり，事前に僅かでも採集でき

た中に，キラリと光るものがあったことは，幸運

だったと思う。あの時に入場を許可してくれた関

係者に心より厚く御礼を申し上げたい。これを

もって，保土ヶ谷区の調査の終了とした。

この後は，博物館へ連日のように詰めかけ，標

本のチェックを手伝い，発刊迄の準備作業を微力

ながらもお手伝いすることができた。

想えば， 5 4年から始め，まる 9年間植物とは

何かをご指導して下さった，大場先生並びに県立

博物館の諸先生，それから植物誌調査会に入会し

てから知り合った友人，同区内を一時期一緒に歩

いてくれた友人，お互いの地区を泊まり掛けや日

帰りで採集し手伝いに行き来しあった友人達に，

唯ひたすら感謝申し上げる。これらの人間関係を

今後とも大切にして，神奈川県樋物誌の更に発展

することを望む。合同調査なとeて、得た知識は，私

にとっても生涯の財産であり， 2 1世紀を迎える

に当り，今後も時間の許す限り続けていきたし、と

思う。

終わりに私事で恐縮だが，女の細腕ながら途中

で投げ出さず，くじけず最後までやり遂げられた

のは，後ろで支え励まし，協力してくれた主人の

おかげて‘あり，心より感謝したい。

変わっていく自然

三輪徳子

茅ヶ崎市の北部にはたくさんの谷戸があった。

当調査が始まった 19 7 9年以降，私の知るかぎ

り，九つもの谷戸が産業廃棄物，残灰て埋め立て

られた。ラン科，リンドウ科が激減し オシダ，

ジュウモンジシターなどの稀少種が次々と消失し

た。帰化種が着実に増える。

残された標本の一枚一牧が身近な自然を考える

一助になることを願う。



植物誌の活用

山内好孝

検索表を使えば 100%植物名が分かり，分布

図から植物分布の一般性や特殊性が分かり ，これ

を活用すれば，植物を見つける手がかりがつかめ

ます。こうして見つけた槌物は分布図に r.Jを

打ち，観察月日と観察地を記入しています。例え

ば.63.7.1に三浦市剣崎で見つけたテンキグサ

(ハマニンニク )。植物誌には平塚一 3 茅ヶ崎

-2.藤沢一3が上げられ，神奈川県のものは砂

防目的で槌栽されたものに由来するとあります

が，剣崎のものは植栽されたものではなさそうで

す。また.63.7.28三浦市小網代.63.8.28横須賀

市吉井で記録したクロムョウランは，三浦半島で

は初めてのもので，植物誌では横浜市緑区の l例

が報告されています。

植物誌の刊行は，私にとっては楽しい再出発点

となりました。

調査の思い出

米山智恵子

8 8年3月 9年間の調査が先生方により新し

L 、構想でまとめ上げられ.画期的な内容で神奈川

県植物誌とじて出版されました。この調査への参

加はボランティア冥利につきました。

ひたむきに草木集めしボランティアの

熱き想いの植物誌成る

百八のメッシュ支えし情熱の

実りて神奈川県植物誌出ず

未知の花に胸ときめかせ行く山野

九年の春秋短くもあり

84年4月カキラン採集の折の詩情豊かな霧の

高原，立ち去り難L、想いであった。

ふかぶかと霧のよぎれる高原に

色鮮やかにカキランの咲く

8 5年9月浜口先生指導，湘南グループと白銀

林道を調査。 ミシマサイコが咲いていた。初めて

の出会いは薬草国であった。一瞬鮮やかに蘇った

はち切れんばかりの青春の一こま。はるけくも来

つるものかな。

野に咲けるミシマサイコに胸あっし

我が青春の思い出の花

8 5年 10月，酒勾川周辺調査，湘南クツレーフ.

つややかに穂の立ち揃いしオギススキ

光と風に踊りたわむる

8 6年5月，守矢先生御指導，湯河原調査。

新緑に天女の衣掛かるがに

ジャケツイバラの花輝けり

8 7年7月，リョウブ採集の際，何の気兼ねも

なくハッスルした楽しかった一時。

白き花一枝欲し短らが

投げ縄掛けんと山にはしゃぐ

8 8年2月，カンアオイ調査の内田先生にお供

して，種々勉強，オトメアオイの根のサリチル酸

メチル様の匂いと年令の見方を知る。

じっくりと腰を下ろして掘り上げし

オトメアオイの匂いほのかに

ひそやかに年を重ねて入とせなる

オトメアオイの亀甲さえて

主婦業の合間に

斎木操

神奈川県植物誌1988を手にした時，ずっしりと

した重さに改めて 9年間の歩みを感じた。ただ植

物が好きなだけで専門知識がないままに参加させ

て頂きましたが，湘南ブロックの熱心な会員の

方寸と ，浜口先生の指導力に魅せられて，ひたす

ら一生懸命ついてきたと L、う次第です。

省みて.9年間もあってどうしてもっと歩けな

かったのかと心残りに思ったりしますが，雑事に

追われる主婦には，自分の好きな事ばかりはでき

ない悩みもありました。しかし，体力的にも，

日々，張りのある楽しい一時期でした。そしてこ

のような立派な植物誌が刊行されたことは，諸先

生方のなみなみならぬ御尽力の賜と感謝の気持ち

でございます。記念すべき調査に参加させて頂

き. 9年間地域の環境変化に驚きながら，自分な

りに理解したり，残念に思ったりしながら，滅び

ていく植物を惜しんでおります。また地域を知る

ということは，そこに生活している者を心豊かに

してくれます。気になる「マヤラン」も今年は l

I本でした。ハマカキランには 2種類ありそう

ということで，今年の 6月 19日に約 120本調

べましたが，すべて蜜のたまるタイプでした。こ

れらの気になる植物もこれからの補充調査に参加

しながら.見守っていきたし、ものと思っておりま

す。これからも御指導お願L、し、たします。
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調査会に参加して
内藤美知子

調査会に入会して，採集，名前調べ，標本作り

なと'積物に関わっている時間の長い 9年聞は，私

にとって有意義な毎日でした。また合同調査，勉

強会.県博の標本整理の手伝い等にもできるだけ

参加しました。そして最後に編集室の雑用の手伝

いをさせて頂き，本作りの楽でないことを知りま

した。 12月に入ってからは，年末年始の間休ん

だのみで，殆ど毎日諸先生方も一生懸命。特に締

切日の前日は徹夜で仕事をされた先生もおありと

か。時間切れで先生方は，不満足の様にお見受け

しましたが，て‘きあがった本を手にした時，私は

大変嬉しく思いました。

おぼつかない歩み
山口育子

唯興味があるとL、うだけで明も知らないままお

手伝いをはじめて 8年，浜口さんはじめ大勢の皆

様から沢山のことを教えて頂きながら忙しさを理

由にしての不勉強で，今だにおぼつかない歩みを

続けています。

それそ.れの種の特徴をはっきり記憶していない

ので，野外での採集の際に他のものと混同して，

取るべきものを見過ごしていることも多いのでは

ないかと気になります。

その一方で，たった一本生えていたものを採集

したことで，もうその地区にはなくなってしまっ

三三・各地の先生方より l 

植物誌をお送りした，専門家の諸先生方から，

暖かいお祝いの言葉が県立博物館や調査会に寄せ

られています。そのいくつかをご紹介します。

-長田武正先生

この度は全く思いがけなく「神奈川県植物誌」

を御恵与下さケましてありがとうございましt.::..
拝見主主しまして，その膨大かつ周到に編纂されて

居られます内容に，ただただ驚嘆致しておりま

す。かつて小生も 2年ほど横須賀に住んで居りま

したので，故松野重太郎先生が中心となって作ら

れました「神奈川県植物目録」は，当時の小生の

勉強の唯一の指針でござし、ましt.::..それがこのよ

うな大著に発展しようとは思いもかけぬことであ

りましT占

たということもあります。

特に帰化値物の場合に多く，伊勢原一 3のシオ

ザキソウ，大井町のコゴメカゼクサ，在来のもの

では大井町のヒナノキンチャク なと'記憶に残って

¥""1す。

これからもポツポツと取り残したものをうめて

ゆくつもりでおります。

調査に参加して

斎藤溢子

ずしんと重く手こ.たえのある植物誌を手にした

時，この本を作るお手伝いができたのだと感激ひ

としおでした。直接「神奈川県植物誌」作成に当

たられた諸先生方の街I苦労，御努力に感謝申し上

げます。

一口に九年とは申しますものの，振り返ってみ

ますと，本当に長い年月でした。わが家の歴史の

中では，当時高校生だった娘が嫁に行きました。

また，一生懸命歩いた調査地のいくつかは，なく

なってしまい自然、が失われて行きました。

今年に入り，茅ヶ崎て唯一残された谷戸の自然

を残そうと仲間達と運動を始めましたが，これ

も，調査会に入り勉強させて頂き，自然、の大事さ

を学んだからなのです。どの様な結果を迎えるか

分かりませんが大昔から残っている植生を取り入

れた「自然、教育園」の構想を持って，守り続けて

行きたL、と思っています。

単なる植物リストではなく，それぞれの種につ

いての簡明な特徴はまことに良くとらえられてお

り，地域別分布図並びにイラストと共に，他県在

住者にとってもまことに良い参考資料になりま

す。

その上頒布価格も驚くほど安く，驚くことばか

りでございます。厚く御礼申し上げます。

-浅野貞夫先生

実に見事な神奈川県植物誌をお届けレただきま

して厚くお礼を申し上げます。長年にわたる熱心

な研究者の皆様の御心労と御協力の結果が立派に

結実しました訳でござL、ますね。貴重な研究物と

存じます。厚く御礼と感謝を心から申し上げま

す。
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-執筆を終えて

より充実した標本の蓄積を

籾山泰一

神奈川県植物誌1988年版，この本はおおぜいの

方局の労作である。実地の観察にもとずく成果が

ちりばめられていて，教わることがきわめて多

い。教わったことを，さらに裏付けの標本て勉強

したく思い，横浜におじゃますることがある。そ

して，この次にすることは何だろうと思うことが

ある。その一つは標本の整備である。採られた標

本は整然、と整理されてはL、るが(これは大変なご

苦労だったろうと思う).何分にも新聞紙にはさ

んだまま，仮のカパーなので，見易いとL、うわけ

にはいかない。葉だけで，花も実もない標本もた

くさんある(これは種類を集めるためには適切な

処置であった。私は，山で花や実ばかりを求め

て，業だけのものはその季節にと思って，多くの

種類をとりおとした)。 しかし，標本室として

は，花や実の標本を揃えたい。質の向上を心がけ

たい。これは出版後の仕事の一つであり ，これに

も多くの方今の協力と標本室には妓)I[さんのよう

なよい方のおいでになることが必要である。 1500

ページもの本の中に，まだ何が書いてあるか分か

らない。これからも勉強させて頂きたし、と思いま

す。

失われる自然を見つめて

小林純子

家の裏には滑川が流れていて，十二所の奥に端

を発し，相模湾、に注いでいる。 )I[は浅く，小海老

やハゼが泳ぎ，鰻が穴に隠れ，川面にはミズズマ

シが滑走し，キセキレイやハグロトンボ，ヤンマ

などが水面すれすれに飛び交っていた。川向こう

には森と山があり，森にはニリンソウ，フタリシ

ズカ，リンドウ，ホウチャクソウ，シュンランが

咲き，山道の両側にはベニシダ，リョウメンシ

タ¥ヤマイタチシターなど暖地性のシタ顎に交じっ

てスミレ，タンポホ¥ツノレカノコソウ，キランソ

ウなどが咲き乱れ，四季折々の野外観察や摘み草

には事欠かなかった。小鳥達も森で天然の交響曲

を奏でていた。丈 1930 年代~1 940年代前 ‘

半〉

1 940年代半ばから第 2次世界大戦が激しく

なり，花を愛でるよりも ，飢えを満たすために食

べられる野草を探す方が忙しくなり，アカザ，フ

キ，ツクシ，セリ，ミツバを探し，ツルナを求め

て海岸まで歩いて，海草や海水まで採集してきた

こともある。その頃はまだ海浜も広く，松林も

あって海浜植物も多数あり，食べられなくても，

それを見て新しい発見をすることで，飢えた心が

満たされる気がした。く 1940 年代後半~1 9 

5 0年代前半〉

終戦後 ，朝比奈に切り通しが開通し，鎌倉に

どっと疎開者が増えてから様相は一変した。瞬く

聞にフγレトーザーが山を崩し，森を聞き，可憐な

花を押しつぶして，家々が立ち並んだ。場所を決

めてすみつL、ていた多くの植物が，侵入して来る

帰化植物に追われて，消えていった。く 1950 

年代後半~l 960年代〉

1 9 7 0年代初め，私は「かながわの自然」に

この自然破壊の現状を訴えた。 r神奈川県値物誌

1988Jが発足したのが 19 7 9年春。自然破壊の

速度はあまりにも早く，私にはこの仕事のために

打ち込める時聞が余りにも少なかった。人間の飽

くことのない発展への欲望が，宇宙の和を破壊

し，人聞を含めた生物(命)を滅亡に追いやりつ

つある現実に絶望しながらも，私に残された唯一

の救いは，植物は何百年も生きて，地球の歴史を

語ってくれるとし、う真実である。

よく管理された証拠品と ，真実を見きわめよう

とする眼と心がある限り ，私にも次の 10年のサ

イクルの中のいくばくかを"パルテノン"のよりよ

い改築に参加させていただける資格があることを

期待し，大場，高橋両氏を始め，この仕事に全力

投球された皆々様の労を謝したいと思います。
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ふりかえって

城川四郎

丹沢山，蛭ヶ岳，槍洞丸，犬越路，大室山の丹

沢主稜の北側1000rn以上(津久井 1，津久井 2) 

を分担して，毎年平均 10回は歩いてきた。調査

会開始以前から丹沢はほぼ毎年同じ調子で歩いて

いたとはL、うものの，丹沢の北側だけの分担は大

変なことだった。当時，津久井にL、た高橋節郎さ

んに半原まで車で迎えに来てもらい，早戸川原小

屋沢を遡行して姫次岳を通り .大平に下ってから

厚木まで送ってもらうとか，大森庄司さんも加

わって大滝沢を遡行し，丹沢山へ出て焼山経由で・

青野原へ下り ，厚木まて・送ってもらう等の強行軍

を，日曜ごとに繰り返したものだった。現職にあ

り人生最も少佐な時期だったので，ひとしお感慨

深川

執筆を担当していろいろ不勉強が身にしみた

が，特に閉口したのは図である。当初の計画段階

では分類上の要点を図示する程度と理解していた

ので，描きためていた図もないままに原稿を書き

始めた。しかし，他の執筆者の豊富な素晴らしい

図を見せて頂いて，措かない訳にはいかないもの

と覚悟した。結局， 原稿の検討や校正をしなけれ

ばならない時聞をさいて，標本からの描画に追わ

れた。下手くそが秒読みに追われて描くのであ

る。お粗末と指摘を受けてもしかたがない。本人

が一番よく承知していることである。

植物誌完成にあたって
秋山守

昭和52年頃，横浜植物会の村上，守矢先生方

と神奈川県植物誌について雑談したことがある。

1 9 5 8年に出版された植物誌十時色版で入手が難

しく，発刊以来20年近く経つし，この聞には分

類学の進歩や開発による植物相の変遷を知る上で

も消滅したものは削除し，新たに発見されたもの

を補って，改訂版の発行が出来ないものだろうか

という内容だった。幸い，県立博物館の高橋，大

場先生を中心に県下の植物好きな同好の士が集

まって植物誌調査会が発足したのは，5 4年 3月

2 1日であった。

以来， 9年の歳月を経て 63年3月 15日に

「神奈川県植物誌1988jというユニークな植物誌

が刊行されたことは，その仕事に携わった者とし

て.喜ばしい限りである。しかし，心残りも多々

ある。先ず最初に上げなければならない種にクラ

マゴケ属のエゾノヒメクラマコeケがある。タチク

ラマゴケによく似ているため，今まで見落として

いたシ夕、、である。国立科学博物館の中池敏之博士

に貴重な指摘を受けたので ，詳しく観察した結

果，正しくエゾノヒメクラマゴケ とすべきものが

見つかった。タチクラマコ'ケの腹葉は広卵形，鋭

頭，長さ2-2.5mm，エゾノヒメクラマゴケの腹葉

は卵形または卵状構円形，鈍頭，長さ 1.5mmであ

る。私の手元には，丹沢ユーシン(1960 . 6. 4) ， 

丹沢塔ヶ岳(1963.6.16) ，玄倉林道(1988.6. 

11勝山輝男)の標本がある。

なお.綾瀬地j或に分布しているニワオ、コリ，カ

ヤツリグサ，ヤプラン，スベリヒユ，コフシ，サ

ネカズラ，ネムノキ，ハリ エンジュ，カラスノゴ

マ等数十種の標本が未提出のため，分布図から脱

落し，わが家に眠ってしまったのは，心残りも太

である。

心残りはあるが
村上司郎

今回の植物誌1988の執筆については，私自身反

省することしきりである。

とにか く皆さんからお叱りを受けそうだが，こ

の植物誌がどう L、ぅ内容になるのか，どうも理解

が不十分だったようで，従って県内産の各植物の

解説についても ，こんなに皆さん競って7寧にお

やりになるとは思ってもみなかった。しかも，編

集が追込みに入った大切な時期に海外へ出かけた

りして，熱心な編集の方々にご迷惑をかけたりも

一199-

した。

さらに植物研究史の方も ，明治以前担当の小原

先生は各種の資料にあたり ，情熱を傾けて執筆さ

れたのに対し，私自身は研究史というものを書く

のが初めてで，しかも現役の研究家の業績という

ことで，どうバランスをどるかに苦慮し，小原先

生に比し，お粗末きわまる内容となった。まこと

に申し訳なしである。

採集を担当した横浜地区も ，かなり歩いたつも

りだが， 十分とはL、L、難く ，すでに数人の方から

分布図への記載漏れの御指摘を受けている。

あれやこれやで，悔いの残ることばかりであ

る。



植物誌発刊に思う
長谷川義人

今回の事業は標本の収集と整理にその基礎が

あったと思う。多くの調査員諸氏がそれぞれの地

域を踏査された，楽しく ，辛い日々の努力が結晶

したものであって ，春夏秋冬，片雲の風に誘わ

れ，山野に飛び出したこの静かな情熱の凝集がな

ければ，植物誌は完成しなかったのである。執筆

に際し，これらの集積された資料がどれほど役

立ったかは計り知れない。一枚一牧の標本に記さ

れた御芳名は，私に深い畏敬の念を抱かせたもの

である。更に，事務局の皆様の献身的な努力も特

段に評価されねばならない。

私にとっては合同調査が，思い出深く ，個 人々

て歩くのとは異なった連帯を感受する機会で・あっ

た。種数の上がらない地域を回って，暑熱や雨中

もL、とわず，早朝から日没まで採集を決行したの

である。

美しい日本の風土の中にあって，神奈川県の風

土もまた，美しいはずである。しかし，残念なこ

とに平地は「国栄えて山河なし」の状況であっ

、た。我寸の心のよりどころであるこの風土を，こ

れ程ないがしろにしてきた人口集中とL、う魔物は

日本人の自然を観昭する心をもむしばんでいると

思われる。しかし，天の救いか，周辺の山4はそ

の原形を保持していて，そこでの原住植物の生存

は心強し、ばかりである。

能の世阿菊の言葉に 「花なくては萎れ所無益な

り」があるが，今回の事業に参加された方々は人

生の中で決して短い歳月ではなかったこの時期の

記憶を「得難い花」として，これからを美しく過

ごされることと思う。

今後の課題として，分類学上妻肢の高いクツレー

プを研究する方向があり，これは調査会の共同研

究テーマと して取り上げることとなろう。再び集

う日々があることを希求するものである。

調査と執筆をふりかえって

諏訪哲夫

昭和54年，植物誌調査会がスター卜した時，

採集経験はあづたものの，ずぶの素人の私はお誘

いを受けても嬉賭していた。ところが座間市が期

をーにして植物調査を始めるこどになり，地元の

高校勤務の私はとうとう断わり切れず，まとめ役

まで押しつけられてしまった。この調査は4年継
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続し， 5 8年3月に報告書「座間の植物」を刊行

して一段溶した。報告書は，データベースとして

活用されるようにまとめたつもりである。標本は

市の資料館とともに，県立博物館へも収蔵したの

で，県植物誌資料としても役立つことになった。

また，結果的にこの調査は，市の中心部にある谷

戸山 30ヘクダールを県立公園として保存する糸

口になった。

この後，私は厚木-1 (荻野地区)の調査と，

県央ブロックのまとめ役をさせて頂き，ミズニ f

ラ ・ハマハナヤスリ ・アマ クサシダ ・イプキシ

ダ ・リュ ウノヒゲモ ・サガミトリゲモ ・ワダソ

ウ・タチネコハギなどの稀少種とも出会った。

全県の標本を点検したのは， ユリ 科を除〈ツユ

クサ科からシャクジョウソウ科までで，イとホソ

イの標本をはっきり識別するのには，だし、ふ苦労

した。ヒナノシャクジョウは今回の調査では未記

録で，過去の記録も標本がなく，愛知県産の標本

をもとに図を描いた。

私にとっては，忙しくはあったが充実した9年

間であった。

新たな観察と研究のために

山本明

長い年月をかけた植物誌が完成した喜びは，何

ものにも替えがたいほどに大きいのてすが，私は

この植物誌を土台として，各方面で観察や研究が

一層進められてL、くことの意義は，また計り知れ

ないものがあると思います。

昨年秋から大和市でも動植物の総合調査が始ま

りました。私もお手伝いをしていますが，調査の

結果をこの植物誌で検討できますことは大変あり

がたいことです。私の机上に広げられた植物誌

は，毎日使っているので，もうだし、ふ標本のゴミ

などがついて汚れてきました。どのベージを聞き

ましても，多くの方々の協力てっくりあげられた

本の重みを感じると共に，余白に観察のメモを書

き込むことで，この本を活用させて頂いていると

L 、う実感がわいてきまして，改めて感謝申し上げ

ている次第です。

この植物誌が将来，増補，改訂が何回となく行

われて ，より完ぺきなものになるよう ，心から

願っております。



脳裏に浮かぶこと
守矢淳一

神奈川県植物誌調査会が発足してより 9年，他

県に例を見ない立派な値物誌を手にした時，この

長い間の調査活動での様々な思い出が，一瞬の聞

に次々と私の脳裏に浮かひ'上がってきた。

-私の教員生活最後の 2年間に始まって，定年退

職.県立青少年の家への再就職，続いて地域の町

内会長，連合会長，社協会長と，仕事と雑用に追

われた中での調査活動であったこと。

-最初の聞の花や実のついた完全標本も ，調査が

進むに従って，種類を追う，不完全標本になって

しまったこと。

-分布調査を行ったことが，植物分類の勉強に

なったこと。

-丹沢 ・大山から相模湾にいたる聞の，豊富な自

然環境 ・.人為環境における植物の調査観察のよい

機会になったこと。

.81年 11月，秦野2での勉強会の折，参加者

の協力により， 一挙に3百数十種が採集されたこ

とで，合同調査の威力がわかったこと。

・メッ、ンュやブロック内で，また県内で初めての

植物を採集した時の喜びの数々。

・シ夕、、植物の約 3分の lの執筆担当をしたもの

の，勉強不足から，属から種への検索表や種の解

説など，欠点だらけのものとなってしまったこ

と。

・合同調査で，または博物館内での標本整理の中

で知り合った多くの方々との出会いの数々。

・高橋先生，大場先生，城川先生はじめ多くの先

三三E・各地の先生方より 2 

-今関六也先生

此度は誠に素晴らしい御業績「神奈川県植物誌

1988Jを御恵贈にあずかり ，筆舌に尽くせぬ感謝

感激の心をこめて，厚く御礼申し上げます。御高

著は博物館の本命ともいうべきもの，県立自然、史

博物館の健全な発展をこい願う小生として，こん

なに喜ばしいことはありませんよ

九年余にわたって一糸乱れぬチームワークを

もって，この大仕事を成就された高橋，大場両氏

を始め，百名を越える館外協力者の各位に満腔の

敬意と謝意を表する次第です。大変簡単てすがと

りあえず御礼申し上げます。

生方よりご指導を受けた，今も記憶に残る一つ一

つの場面。

・県立博物館の植物討扇集室での先生方を始め，

会員の皆さんの，夜を徹しての完全版下の作成の

姿等七

藤沢の植物を調べて

根本平

都市化の波に洗われ，衰退の一途をたどる樋生

であるが，他区の皆様の協力を頂き，当市の植物

は変・品種を含めて 1037種類を数えることが

出来むなお，今回の植物誌への記草案遅れ，記載

もれが各メッシュでかなりあり，これへの対処が

今後の課題である。藤沢市内全区の提出もれ，取

りこぼしは下記の通り。

フユノハナワラビ・ギフベニシダ・デンジソ

ウ・モウソウチク ・ハチジョウススキ ・カタパェ

ノコロ ・アメリカスズメノヒエ・ハノレヵーヤ ・ネズ

ミムギ・アゼテンツキ ・ヌカスゲ ・ナツズイセ

ン・クマガイソウ ・タチヤナギ・マグワ ・トウゴ

クヤブマオ・メヤフ手マオ・サナエタデ・カワラア

カザ.アカザ .ハイヒピ酔ユ .ノハ、7 ナテ

マフス"7.サラシナショウマ・オオパタネツケバ

ナ ・オカタイトゴメ ・タチオランダゲンゲ・コシ

ナガワハギ ・ヤブマオ・ヒメユズリハ ・ニシキソ

ウ・ヤマハゼ ・ボダイジュ・アゼオトギリ・ナワ

シログミ ・ホソパヒメミソハギ ・オカウコギ ・マ

メガキ・マノレパアオダモ ・アケボノソウ・ツルニ

チニチソウ・アフノメ・ヒメヒマワリ・ヒメガン

クピソウ(以上44種類)

-田村道夫先生

この度は「神奈川県植物誌1988Jを御恵与いた

だき，有難うござし、ました。厚く御礼申し上げま

す。県内分布，種の拾い方など極めて精密で，多

く出版された地方植物誌のうちで最高のものと存

じます。多くの人身の努力の結果と敬意を表しま

す。神奈川県の植物のより深い調査研究のため，

益々街精励され，さらに多くの成果が上がること

を御期待申し上げます。

-橋本保先生

このたびは「神奈川県植物誌1988Jを御恵送下

さり ，まことにありがとうございました。地方植

物誌刊行史上に残る立派な御事業を成し遂げられ

たことに敬服L、たしました。
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植物誌に思う

大森雄治

-記載文を書いて

今回植物の記載をしていて気が付いたことは，

これまて・の記載で形や色を表す言葉が暖昧なこと

でした。たとえば立体を表現する必要があるのに

平面を表現する言葉を用いているこ となどです。

色も表記が統一されておらず表現に迷いました。

また形態の観察そのものが不十分で，たとえば樹

皮や果実，冬芽の形などまだまだ調べることがた

くさんあると思いました。さらに生態学的な記述

に関しては開花期など残された問題が多くいずれ

もこれからの課題です。

-つぎの植物誌に

ある日の植物詑編集会議後の雑談の中で，記載

文中に，その植物がどんな昆虫に食われるのかな

ども記録しようとL、う案がありました。今度の植

物誌では実現はしませんでしたが，これからの調

査に. r植物だけ」から少しばかり興味を広げて

みてはいかがでしょう。

その葉をと'んな虫が食っていたか，その花にど

んな虫がやってきたか，その実はと'んな鳥が食っ

ていたか，その根ぎわにはどんなキノコが生えて

いたか，などをたとえメモ程度であっても採集記

録に加えると，積物を中心として動物や菌類が互

いにどのような関わりをも って暮らしているの

か.今までほとんど未知の分野の展望が開けま

す。そんな生態的な記述を種類毎に盛り込むこと

ができればさらにおもしろい植物誌になるでしょ

う。

最近は子ども向けのものてすら見事な生態写真

や詳しい挿絵のついた区躍が出回っていて，けっ

こう役にたちます。わからないものはそれこそ博

物館を利用してください。

-植物誌と博物館活動

今回の植物誌のように現在の植物分布の正確で

詳しい記録(地域的時間的にまとまった標本)

は，自然環境の変遷をたどったり人間生活と植物

との関わりを考える上で欠かせません。またそれ

はこれまで断片的ながら蓄積されてきた過去の資

料をも生かします。さらに徳物と他の生物との相

互関係を調べ，広く生態系を理解するにも欠かせ

なし、でしょう。

残念ながら，これまでの「博物館」とL、ぅ言葉

は古くさい資料と，かわりばえのしない展示とい

うありがたくない連想を多くの人に与えてきたよ

うてす。しかし，この植物誌を見，その調査の過

程を知ってもらえれば，博物館とその活動が見直

され，博物館資料の大切さを再認識してもらえる

のではないかと思います。博物館に勤めるものの

一人として，調査や編集に携わった方々にこの場

を借りて感謝します。

裸子植物あれこれ

早川亮太

裸子植物のまとめの作業にあたり，気がかりに

なったことを二つほど。

まず，植物誌の使命から見て，植栽された樹木

を分布に加えることは，厳に避けなければL、けな

L 、ことはし、うまでもないが，例えば植栽されたナ

ギの付近の自然、状態の林中に，実生で育ったナギ

が点々と見られる場合，これをフローラに加えて

よいか，とL、う問題が出てくる。これがその後数

代にわたり自然、繁殖を繰り返し，すっかりその地

域に定着した場合には，自生と見なして異論がな

い，と考えるが，ライフサイクルが長い樹木では

その見極めが容易でない。イチョウ，イヌマキ，

マツ類，スギ，ヒノキ，サヲラ ，アスナロ，イフ

キ等，裸子植物には栽培樹穫が多く，これらの木

を目前にしても，栽植したものか，逸出後自生化

したものかの判断がつかない場合が往々にしてあ

る。まして，紙に挟まれた一枝の標本からでは判

定しょうがない。今回，そのいくつかは採集者に

問し、合わせて採否の決定ができたが，大多数の標

本は半信半疑のまま自生として採用し，一部のも

のは独断で除外した。ただし，その根拠はし、たっ

てあいまいで，割り切れない思し、がしている。他

県の撤物誌を見ても，この辺の取扱は統ーを欠く

ようであるが，今後このような問題についてのマ

ニュアルの確立が望まれる。

次に過去の文献(林弥栄ら1961以前)で，神奈

川県下の産地まで明記してあるシラピソ，マツハ

ダ(イラモミ).トウヒ.クロベの4種の標本が

最後まで入らなかった。産地は主として丹沢山塊

の高地であるが.この方面を歩かれる方(私は体

力的に絶望)にはせ.ひ御協力をお願いしたい。
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神奈川県植物研究史(1)余録

小原敬

「神奈川県植物誌1988Jの研究史は，最初当県

植物のエキスパートである大谷茂先生が御執筆に

なる予定であったが，昭和 56年 l月 24日逝去

されたので，急逮浅学非才の私が哩当することに

なった。ところが昭和60年春に頚椎症を患い，

翌 61年に定年退職し，職場に置いてあった書籍

類を倉庫に預けたので，最悪の条件で執筆しなけ

ればならなかった。それで，手馴らしに「茅ヶ崎

を通過した植物研究者達J(はまかきらん No.5，

1986)を書いてみたりしず占

研究史は所詮は欽と糊で構成することになるの

だが，編集方針としては政治経済情勢の影響にも

触れ，来日外人植物研究者の相互関係，また彼ら

と邦人本草家との絡み合いにも留意することにし

た。また取り扱う範囲は高等植物以外に下等植物

にも軽く触れた。それは将来，当県の下等植物誌

の出版を待望するからであり，その時に多少は参

考になると思ったからである。

さて，シーボルト事件は知識欲に燃えた彼らが

熱心の余り暴走したことが原因だと思われる。平

賀源内は「ヨンストン動物図説」を家財道具を処

分して購入し，また字国川格蓄はわが国最初の化

学書「舎密閉宗(せいみかいそう)Jを著す時，

「蘇氏舎密」などを入手するため蓄えを殆ど注ぎ

込み，妻の花かんざしなども総て入質している。

怠達凡人にはなかなかまねができないことであ

る。植物誌刊行の目的は学術的なこともさること

ながら植物に関心を持ち，慈じむ心を育てはぐく

むこともその一つだと思われる。また植物史の目

的は先人の植物学研究に対する真筆な精神に触

れ，啓発を受けることもその一つだと思われる。

だが，紙面の都合で，それらの事例を多く挙げる

ことはできなかった。

初めは県内の各市町村史にも目を通したL、と

思っていたが，時間的にも体力的にもで、きなかっ

た。また植物研究史の資料の収集も工十分には捗ら

なかった。わが国の自然史系研究施設の図書収蔵

は未だ完全とは言えないので十分考証できなかっ

たこともある。

最も難渋したのはクライエルが報告している日

本産植物名と新編相模風土記稿中の植物名で，大

場達之，松浦正郎両先生にも御教示頂いた。

特にこの風土記稿に登載の「神馬藻」には手こ

ずった。牧野日本値物図艦の漢名索引になく，広

辞苑では独立項目でなく「ほんだわら」の条下に

併記されていたり，諸橋大漢和辞典を索くとき

誤って「軍馬藻」で捜したこと，また風土記稿に

は先に「馬尾藻」が出ており「ホンダワラ」では

ないだろうと L、ぅ先入観があったことなとeのため

になかなか判らなかった。北村本草の植物，木

村:図説草木辞苑，貝原益軒:大和本草などを購

入して調べたが見つからない。ところが，ある日

なんの気なしに牧野図鑑の和名索引を索くとちゃ

んと出ていて， Iほんだはら・ほたはら・じんば

そう・古名なのりそ」ということが判った。大和

本草によれば「なのりそ」を「な乗りそ」に掛け

「神馬に乗ることなかれ」と解し， I神馬藻」と

名付けたと記している。なお，阪田敏子さん

(茅ヶ崎植物会)によれば，新潟県ではホンダワ

ラの先端を摘んで食用とし， Iジパサ」と呼んで

いると L、う。この「ジパサ」は「神馬藻」が詑っ

たものと推定される。

字国川搭蓄は文政8年 6月藤井威斎，山本丹岳

と高尾山，富士山に登り，相撲を巡検している。

また彼の漢方の師能条保奄(?-1826)は伊勢原

の人である。このように書き漏らした事項も多

い。また使用した辞典などの間違いをそのままヲ|

用した箇所も散見される。将来これらの誤りも訂

正していきたい。

神奈川県立博物館で県内産植物の原記載と関連

植物研究者の尚像写真の収集をして下さると非常

に助かると思う。

東京大学金井園(まどか)先生はクライエルの

資料を貸与下さり，また中尾真弓さんはベーマー

について御教示下さり，写真を調達して下さっ

た。県植物誌のまとめに当たられた各位にはいろ

いろご迷惑をかけました。これらの方々に深い謝

意を捧げます。

<小原先生は「日本の生物J (文一総合出版発行

の月刊誌)に外国人による日本の植物研究の歴史

について連載を始められました。>

Engelberc Kaempfer (1651-1716) 
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-植物誌ができるまで

「神奈川県植物誌1988J

刊行の経緯

城川四郎

( 1 )胎動

1 9 7 8年，横浜植物会の役員の聞では神奈川

県値物誌(1 9 5 8年版)の改訂版のようなもの

の作成について話題が出始めていた。すでに役員

の一人守矢淳一先生は 10年余の調査を終えて，

平塚市の野外植物目録をまとめる段階になってお

り，このことが横浜植物会で植物誌の改訂が話題

に上る誘発剤になったようである。横浜植物会の

村上会長は，この話題を県立博物館の高橋，大場

両先生の許叫目談に持ち込んだのである。

県立博物館ではその頃，生出智哉氏が事務局担

当として神奈川キノコの会が発足し，新聞にも紹

介され，県民の反応もかなり賑やかであった。こ

れは県民参加の植物調査を考える場合の一つの暗

示ともなった。高橋，大場両先生は県民参加の植

物調査と，それによって精度の高い植物分布図が

作れなし、かと模索していたからである。村上会長

の植物誌改訂の話題は，高橋，大場先生の模索を

一挙に具体的現実論へと飛躍させた。こうして，

大場先生一流の綴密な調査計画と植物詑編纂の構

想、が始動することとなった。

( 2)植物誌調査会の組織と運営

1 9 7 9年2月17日には「新神奈川県植物誌

(仮称)調査会発足世話人」の招集で，発足準備

会が県立博物館応接室で聞かれた。神奈川県植物

言編纂事業に向かつての組織的活動の第一歩であ

る。ここで大場先生が提示した事業案を再録して

みよう。

@新神奈川県植物誌編さん事業案

.まず維管束植物につL、て

-他県に例を見ないユニークな，高度な内容を持

つ植物誌を調査刊行する。

-次の 2項に分かつ

a.神奈川県植物誌資料編

文献:神奈川県の植物誌に関連のあるすべての

文献を目録としてまとめる。

基準標本:神奈川県を基準産地とするTaxaの基
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準標本の所在を調査し，その写真を集成する。

分布と目録:文献および日本の主要さく薬庫の

標本の中から，神奈川県産のものを抽出し，こ

れまでtこ神奈川県に記録のあった縫管束植物を

すべて目録にまとめる。

研究史:上記の資料をもとに神奈川県の植物研

究史を編纂する。

b.神奈川県植物誌分布編

調査期間(3~5年)内に神奈川県内に実際に

確認された維管束構物の目録と分布図を集成す

る。

メッ・ンュ:神奈川県を古来からの自然村(字)

を基準として lOO~15 0 のメッ、ンュ(ほぼ

1125，000地形図4等分に相当)に区切り，各メ

ッシュ内に現在生じている植物をすべて記録

し，各種ごとの全県分布図に集成する。この作

業は同時に各市区町村の植物誌調査にもなる目

標本.記録された植物は原則としてすべて標本

として保存し，公開の博物館などに保存し，後

代の利用と再検に役立てる。

C.調査期間

本年3月より調査を開始し， 3ヶ年をもって仮

目録，仮分布図を印刷頒布し，不足補充，訂正

を行って 5ヶ年目に印刷，刊行

d.調査分担

-県内の植物同好者を主体とする固

- 調査員は各 2~5 のメッシュを分担する。

・それとは別に研究史，文献，分類群(シダ

類，科など)の責任分担を定める。同定困難な

群については専門家に依頼する。

e.費用

当初は調査員自弁とするが少なくとも 2年度以

降は県の補助金を受けられるようにする。

f.連絡誌 ・ゼミナールなど

-調査員の情報交換，文献資料の紹介などに役

立てるため連絡誌(季刊くらいで)を考える。

・専門家を招いて特定の分類群(例えばイネ

科，イノデ属など)についてのゼミナーノレを行

い，調査能力を高める。

g.只今刊行中の「神奈川県史」がまもなく完了す

るが，それに引き続いて「神奈川県自然誌Jの

編纂を呼掛け，その中の 1冊 (或は2冊)とし

て調査刊行されることも考える。



かれ，それぞれのフ'ロックでメッシュ担当者が連

絡をとりあいながら，進める形をとった。横浜，

三浦，湖南はそれぞれ鶴見高校及び県立博，横須

賀市博.平塚市博が活動拠育、となり，また県夫は

諏訪哲夫先生の尽力でまとまった活動を行うこと

がて、きた。しかし調査員の数が少なく，しかも

活動の拠点のない県北と，西湘は実質的にはフ'

ロックとしてのまとまりを持った活動が難しく，

県立博物館のセンターでガsi舌する形になってし、っ

た。

植物誌調査の根幹である野外調査は，県内108

メツ‘ンュの各担当者が自発的に行ったが，それが

最初から最後まで手弁当のボランティアとして進

められたことは，明記しておきたいことである。

9年間の調査が，事故やトラフ'ルがなく無事に

終ったことも，幸いなことであった。

また，分布調査の他に調査会として取り組んだ

調査に「神奈川の春はどこから来るか」と題した

開花季節調査がある。これは. 1 9 8 5年と 86 

年の春に行われ，結果は値物誌の l章としてまと

められている。 1987年5月にはミズキの開花

上記の雄大撤密な計画は神奈川新聞にも発表さ

れ，有志を募り植物誌調査会の組織作りが進めら

れた。そして. 1 9 7 9年3月21日には神奈川

県植物E話局査会の発会総会が行われたのである。

このときの会員構成は横浜 ・川崎地区 64名，三

浦地区 26名，湘南地区 15名，県西地区4名，

県失地区 15名，県北地区 5名で合計 129名で

あった。引続き入会者も多く ，それから 1カ月も

経たない内に 40名の追加会員を得て. 1 9 7 9 

年4月 13日には 169名の会員名簿を作成し

た。調査会の運営は，県立博物館におかれた事務

局が中心になって進め，年数回聞かれた役員会

で，調査と資料整理の方法や執筆内容と分担等が

検討された。

実際の調査は，県内を 108のメッシュに分け

て行われることになったが，地域的な単位とし

て，横浜北川崎(森茂弥) ・横浜南(村上司

郎) ・三浦(石綿治ー ・鈴木一喜) ・鎌倉(小林

純子) ・湘南(守矢淳一) ・県北(域川四郎)

県失(秋山守・高橋秀男) ・西湘(松浦正郎)の

8プロック(カッコ内は発足当時の代表者)に分
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調査を行った。

座間市では，植物誌調査と並行して市内の植物

分布調査が行われ「座聞の植物」が刊行された。

平塚市博物館では，湘南ブロックのまとめとして

「湘南植物誌 1~3J が刊行された。

なお，調査を進めるにあたっては，多くの方々

や関係機関にお世話になったが，それらについて

は植物誌本編を参照して頂きたい。

以上のような形で進められた調査会の歩みを，

総会を中心に年譜としてまとめると，下記のよう

tこなる。

1979.3.21 調査会設立総会(県立博物館)

4.10 機関誌 rFLORAKANAGAWAJ発刊

4.13 横浜南地区で第 l回ブロック別調査

6.3 第 l田植物研究講座が県博で開催

1980. 1. 27 第 2回総会(県立博物館)

1981. 1. 24 大谷茂先生81才で逝去

3. 横浜北川崎及び湘南フeロックで仮目

録作成

5.9 第3回総会(県立博物館)

1982.4.24 第4回総会(県立博物館)

10.2 神奈川県民アカデミー「神奈川県の

植物を学び調べる講座」開催(全 1

2回)

10.10 田村道夫先生の指導で箱援でトリカ

プ卜の観察会

1983.3.26 第5回総会(県立博物館)

3. 全フロックの仮目録を刊行

4.24 第 l回重点地域調査が中井町で開催

5. r座聞の植物」 が岡市より刊行

1984.4.8 第 6回総会(平塚市博物館)

10. 役員会で内容と執筆分担決定

1985.3.20 r湘南植物誌1J平塚市博より発行

4.6-8県内 342地点で第 1回開花季節調査

4.20 第 7回総会(県立博物館)

12.14 安藤為次記念財団より安藤為次記念

賞奨励賞を受賞

1986.3. 分布図集ーシダ・単子葉編一発行

4.5-7 2 0 4地点て第 2回開花季節調査

5.31 第8回総会(横浜こども植物園)

1987.4.25 第 9回総会(県立博物館)

1988. 3. 15 r神奈川県植物誌1988J刊行 (A4 

半!j1442ページ)

3.27 第 10回総会兼出版記念会(県博)

3.19-5.8刊行記念特別展「神奈川の植物」

開催(県博)

一206-

(3)機関誌 rFLORA KANAGAWAJの発行

各地区の調査経過の情報交換，新知見の速報，

同定の手引になる記事などを掲載する目的で 1

979年4月に調査会の機関誌 rFLORA KANAGAW 

AJ第 l号が発行された。当初は季刊程度に発行

される予定だったが，調査の実務に追われた後半

は発行間隔が延び， 9年間に 24号，通算 192

ページまでが発行された。第 16号からは各ブ

ロックで交代して編集にあたることになった。発

行の記録と，主な記事は下記の通りである。な

お，掲載された全記事は，神奈川県植物誌の文献

目録に収録されている。

l号 1979.4.10 ミトリハコベとコハコベ，編

纂事業計画

2号 1979.6.16 エゾエノキ，横浜市内帰化植

物目録

3号 1980.3.15 ミミナグサとオランダミミナ

グサ，各フ'ロックの状況

4号 1980.7.20 ハコネウツキ顎，県央合同調

査の記録

5号 1980.11. 10 サコゲミジョウロウホトトギ

ス，県北合同調査の記録

6号 1981. 4. 30 マヤランとキヨスミウツボ，

湘南合同調査の記録

7号 1981. 6.20 サツキ，調査会員名簿

8号 1981. 8.1 クリとクヌギ，大和の植物寸

見，各地区の記録

9号 1981.10.25 メヒシパ類，タカサゴュリ，

標本の作り方

1 0号 1981. 12. 5 ムラサキセンブリ，イチゴ

ツナギ属の見分け方

1 1号 1982.2.20 大谷茂先生の足跡，マイコ

ンによる分布図の作成

1 2号 1982.6.5 サガミニガナ，相武植物分

布資料 1

1 3号 1982.12.10 ヤマトリカブトとハコネ

トリカブト，箱根の合同調査

1 4号 1983.8.1 アズマツメクサ，神奈川県

のパラ，アメリカトゲミギク

1 5号 1983.12.20 ソナレマツムシソウ，湘

南ブロックのニューフェース

1 6号 1984.7.15 湘南のシタ¥湘南地区調査

員の声(湘南編集)

1 7号 1984.10.15 7ズマイチゲ，県央各地

区の調査状況(県央編集)



1 8号 1985.1.1 ヨコハマダケ，横浜・川崎

追加植物(横浜編集)

1 9号 1985.5.10 夕、ンロラン，三浦地区の概

況，三浦のシダ(三浦編集)

2 0号 1985.9.20 西湘地区の調査より ，開花

調査報告(湘南編集)

2 1号 1985.12.15 トダイアカパナ，オカタ

イトゴメ(県央編集)

2 2号 1986.10.6 ミナトクマツヅラ等の新記

録帰化種，ハハコグサ属

2 3号 1987. 1. 15 開花調査，湯河原の調査，

アイノコクマワラビ(湘南編集)

2 4号 1987.4.10 ニプイロアゼガヤ，キンミ

ズヒキ属，植物誌刊行決定

(4)仮目録，分布図の発行

県内各地の植物を精密に調査するためには，各

ブロック毎に既採集種と未採集種が，調査の各段

階で明確に把握されていなければならない。この

ことの重要性は，もっとも精力的に調査を進めた

鶴見高校の森.勝山両先生の担当地域で強く認識

され， 1 9 8 1年 3月に横浜北・川崎地区の

チェックリストが作成された。これとは独立に湘

南ブロックでも同時期に仮目録の第 l集が平塚市

博物館から発行された。このように，調査前半で

は，各ブロックで手作りのチェックリストが活用

された。

これと並行して，籾山泰一，長谷川義人両先生

の手で，神奈川県に産する可能性のあるすべての

植物のリストアップが進められた。これは今回の

調査の基礎目録というべきもので， 1 983年3

月に，その時までの各メッ・ンュのデータと合わせ

て「神奈川県植物誌仮目録」が発行された。これ

によって，調査の進行状況と今後の課題の全貌が

把握されることになり，調査会員の多くが具体的

に植物誌の映像を脳裏に結ぶことができるように

なったと思われる。植物誌出版を目指す長い道中

の記念すべき一里塚であった。

この目録が出された時点で，データのマイコン

への入力が整い，リストを直接出力できるように

なり， 1 9 84年，8 5年とブロック別のチェッ

クリストが発行された。

またJ各種類の分布状況を知ることも.各地主支

での探索のヒントとして有力な情報源となる。そ

うした目的で分布図集も刊行された。植物誌調査

に関連したこれらの資料を下記にリストアップし

た。

なお，標本に基づく分布データをマイコンて処

理することは，本調査の特色と言えることであ

る。作業のプログラムは大場達之先生が作成され

たもので，調査の開始時以来，ハー ドもプログラ

ムも改良が重ねられた。入力作業にあたったの

は， 1 9 8 2年から 85年にかけては主に森本七

子さんで，それ以降，蒔田かおるさん，北川淑子

さんが引き継L、だ。最終段階の植物誌原稿の入力

には小六潔子さんの力が大きかった。

1981. 3 横浜市北部金沢区川崎市採集標本目録

3 湘南フeロック仮目録 1(平塚市博物館)

9 座間市摺物仮目録(座間市植物調査団)

1982.3 湘南フ'ロック仮目録 2 (平塚市博物館)

3 横浜川崎フ'ロック仮目録 2

4 座間市植物仮目録2(座間市植物調査団)

11 1981年に記録し得たる神武寺(三角地帯)

の植物(籾山泰一考)

1983.3 神奈川県植物誌仮目録 l

6 湘南ブロック仮目録 3 (平塚市博物館)

7 山北・松田仮目録

1984.3 神奈川県植物誌仮目録(横浜川崎・三

浦・湘南・県失・県北・西湘 各プロック)

1985.3 神奈川県植物誌仮目録(横浜川崎・三

浦 ・湘南 ・県央・県北 ・西湘 各プロック)

1986.3 ["神奈川県植物誌分布図集ーシタ顎 ・裸

子類・ 単子薬類」

8 ["県央ブロック仮目録」

1987.4 r神奈川県植物昔、分布図集一離弁花類」

4 ["神奈川県植物誌分布図集一合弁花類」

( 5)調査能力を高めるためのゼミナール (県立博

物館主催の県民アカデミーを含む)

1979.6.3 スゲ属の見分け方大場達之先生

9.30 ヤナギ科の話 長谷川義人先生

パラ科の話 籾山泰一先生

12.9 神奈川のシダ 守矢淳一先生

1980.2.17 神奈川のスミレ 高橋秀男先生

神奈川のタンポポ大場達之先生

4. 19 さく葉の仕方 高橋秀男先生

6.8 丹沢の植物 域川四郎先生

テンナンショウ類大場達之先生

12.13 ""7メ科の研究 許建昌先生(玉

川大学)

1981. 2. 28 類似植物の区別 森茂弥先生
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7.4 水生植物の分類 大滝末男先生

(聖徳学園短大)

10.2 神奈川のフロラ特性 高橋秀男先生

神奈川の槌生の概観 大場達之先生

10.9 神奈川のトリカブト 田村道夫先生

(大阪大学)

10.10 トリカブト属の野外講座(箱根)

田村道夫先生

10.16 神奈川のササとタケ 鈴木貞夫先生

(前玉川大学)

10.30 イネ科の分類 森茂弥先生

11.13 神奈川のキイチゴ属鳴橋直弘先生

(富山大学)

11. 20 神奈川のイノデ類 芹沢俊介先生

(愛知教育大学)

11.27 神奈川のヤフ""7オ属矢原徹一先生

(東大植物園)

12.5 スゲ属 大場達之先生

カヤツリグサ属 勝山輝男先生

12.18 神奈川のネコノメソウ属若林三千男

先生(都立大学)

( 6)調査推進のための合同調査

1.プロック主催合同調査(全体に呼びかけたもの)

1980.4.13 (横浜南地区)氷取沢市民の森~円海

山~市民の森

5.11 (県央地区)宮ヶ瀬渓谷~唐沢キャン

プ場~物見峠

8.17 (県北地区)菅野原~焼山~青根平丸

10.19 (湘南地区)大秦野~震生湖

11. 9 (三浦地区)小浜~毘沙門

1981. 4. 29 (横浜北川崎地区)川崎市麻生区黒川

5.6 (横浜南地区)三保市民の森付近

5.31 (三浦地区)逗子市二子山

7.12 (県北地区)つつじ新道槍洞丸~石棚

10.11 (湘南地区)菩提~菩提峠

11. 22 (県央地区)愛)11町入菅山~æ底~塩

川橋

11. 28 (横浜南地区)戸塚区上郷瀬上谷戸

1982.3.28 (横浜南地区}氷取沢市民の森

2.重点地区調査(調査の遅れている地域を重点的

に合同で調査)

1983.4.24 中井町・大井町

4.29 戸塚区(松陽高校)

5.15 箱根~小田原市坊所
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6.4 箱根駒ヶ岳~須雲川

6.25 畑宿h 飛竜の滝~三国山イ山石原

7.9 金時神社 ・丸岳・長尾峠・小塚山

8.30 芦ノ湖周辺

9.4 開成町~最乗寺

9.15 南足柄地蔵堂~夕日の滝

9.25 清川村塩水林道~本谷

10.9 津久井町早戸川

11. 23 早)11・入生田 ・塔の沢

1984.4.6 ~Ij所温泉~桃の木林道

5.20 開成町 ・小田原市府川~和留沢

6. 9 箱根乙女峠~金時山

6.17 中津川石小屋上流~相模湖町新戸~

藤野町篠原

6.24 足柄峠~明星林道

6.30 谷太郎林道~方苛尻~大山

9.15 足柄峠~長倉岳~栖水の滝

9.22 和田峠~揮馬山

9.30 長者舎へ失越路

10.10 半原峠~桂が岳

10. 1.3城山町中平~小倉山

10.28 西丹沢，中川川西沢

11. 11 小田原市根府川~白銀林道

1985.5.11 三獄山~南足柄

5.26 三国山~明神峠

6.8 西丹沢，浅瀬

7.13 箱根二子山

9.8 海水林道

9.15-16 熊木沢，大石山

10.10 相模湖，津久井方面

12.22 湯河原方面

1986.6.1 世附，皆瀬川，寄

9. 7 箱根仙石原

9.21 湯河原幕山

10.5 津久井町域山~相模湖町嵐山

(7)標本鑑定会

1984.1.21 シダ植物 中池敏之先生(国立科学博

物館)

1. 28 ヤブマオ属矢原徹一先生(東大植物

園)

( 8)標本の整理

採集された膨大な資料標本の分類整理は有志会

員の長期にわたる献身的な努力によって進められ

たものである。平塚市博物館，横須賀市自然博物



館担当メッシュのものはそれぞれの館に収納さ

れ，それぞれの地域の熱心な会員によって整理さ

れた。例えば，平塚では斎藤， 三輪， 斎木，山

口，米山，内藤さん達であり，横須賀では山内，

浜中さんの御両名である。それ以外の地域の標本

については，当初県立博物館に収納棚が整備され

ていなかったために，森，勝山両先生の県立鶴見

高校に運び，両先生が分類整理を精力的に進めて

下さったものである。 1980年から 82年にか

けてそうした体制が続いた。

やがて県立博物館地下室に標本棚が逐次整備さ

れるにつれ，この地下室が資料標本のセンターと

なった。 19 8 3年にはここで・分類作業を兼ねた

勉強会が木曜日に行われ，木曜会と称していた頃

もあった。主なメンバーは吉川， 内藤，平松，蒔

田，森の皆さんである。 1985年までこの状況

が続き，守矢淳一先生が週 1回は県立博物館に出

動されて，ここで標本の整理を担当された。 19 

8 6年からは城}[Iも県立博物館の嘱託として週4

日，この資料標本センターである地下室で専ら標

本の検討と整理にあたった。 1986年から 19 

8 7年にかけては，病気休職中の森茂弥先生もこ

のセンターに顔を連ねてイネ科の標本の検討に没

頭した。

続々と搬入される標本の同定，記録，コ ン

ピューター入力，標本整理の作業で，地下室のセ

ンタ ーは毎日多忙を極めた。終始，標本整理に尽

力された会員は吉}[1，内藤の御両人である。 19 

8 7年 10月以降には，滅}[Iも守矢，森先生も自

分の分担の原稿作成のための検討に追われること

が多くなって，搬入された標本への対応について

不行き届きな点が多くなった。確かに博物館に納

入したにも関わらず，で、きあがった分布図には点

が打たれていないと L、う標本提供者の不満の声は

この時期のものが多いのであろう。整理作業より

も考嘩担当者の皆さんが標本を検討し，標本から

描画作成するとし、う標本活用に忙殺されたという

ことである。この時期にはコンピュータ一入力を

主任務とされてし、た，蒔田，北川さんも標本の同

定整理に奮闘されたし，会員の浜中さんも標本の

チェックに連日ご協力を頂いた。整理未完のまま

であった標本については，植物誌刊行後も吉}[1， 

内藤御両人の手で整理が進められている現状であ

る。
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山岳地帯の調査について

森茂弥・勝山輝男

始めの総会で決めたように，各自が最も採集し

やすいメッ、ンュについて各自が責任を持って積極

的に行えば ， 採集はほぼ 2~3 年で終ったはす.で

すが，そう簡単にことは運びませんでした。

森は鶴見区，勝山は緑区 1，2について一応の

調査を終えた後，近所の手薄そうな所として川崎

市，横浜市北部に採集範囲を広げ，乾燥標本を分

類記号に従って仕分けをし，チェックリストの作

成を始めました。これがないと ，どの植物をとる

べきかはっきりしないためです。この中間集計に

は保土ヶ谷区，金沢区のものも都合により加えま

した。

8 2年春，横浜，川崎は交通の便もよく，平地

でもあり ，私たち二人がやらなくても誰かがやっ

てくれるかもしれない，しかし今の進捗状態では

主として県境の山岳地帯が殆ど手つかずで植物誌

を作るためには致命的な欠陥になる可能性があ

る，普通の人の行きにくいメッシュの採集をやろ

うと相談し，山北， 箱根，南足柄，藤野などにも

行くことにしました。

森の家は東京の新宿に近いので，国鉄中央線，

中央高速パスを使えば相模湖，藤野へ，小田急線

で松田，小田原へ，小田急高速ノミスで・は箱根へ比

較的楽に行くことができます。山北については内

藤さんが不老山付近(山北 7)へ数回採集された

だけでした。山北 1は地図で見ればお分かりのよ

うに，このメッシュ唯一の自動車道路が横切る三

国峠は，横浜から御殿場経由で約 lOOkm離れ

ています。上野，浅瀬入口からの徒歩での往復も

かなり難しL、と思われます。森の場合は，新首か

ら中央高速パスで山中湖か平野に，さらに時間節

約のためタク‘ンーで‘三国峠へと急げば，1.鉄砲木

の頭，高指山をかすって平野へ， 2.切通し峠から

世附川沿いに浅瀬入口へ，3.不老山を経て山市場

へ，なと.のコースが取れ，わが家から約 12~ 1 

6時間と 5000円を費やして， 日帰りが可能で

した。翌日から次の土曜までの聞に，普通の勤務

をし，乾燥，同定，整理を大急ぎで済ませるのは

本当に大変なことでした。

勝山は主に丹沢の高い所を引き受けました。家

が緑区にあるため，丹沢に行くには早朝から行動

を開始しなければなりません。大室山，怪ヶ丸，

槍洞丸へは新松田発8時 11分のパスに乗れば日



帰りが可能でかなり十分な調査ができました。た

だ歩くだけなら一般に楽に日帰りができるコース

てすが.採集し，それを新聞紙に挟みながら歩く

となると.帰りはたいてい西丹沢発 18時 10分

の最終バスになってしまいます。ゆっくり採集し

たい時には，土曜日の午後に学校を出て，畦ヶ

丸，加入道山，犬越路の避難小屋に泊まります。

無人の山小屋なので，寝袋，食料，水なども持た

ねばならず，荷物が大きくなってしまいます。玄

倉川流域から丹沢の主稜線に登るには，どうして

もl泊2日です。ユーシンロッジは素泊ま.り10 

o 0円で，何回か利用しました。ユーシンからは 、

同角の頭や槍洞を経て，槍洞丸，熊木沢から蛭ヶ

岳等へ行けます。交通費は長津田から新松田を経

て西丹沢や玄倉へは往復で 23 0 0円程度てす。

蛭ヶ岳~槍‘洞丸，蛭ヶ岳~丹沢山~塔ヶ岳の稜

線は勝山が鶴見高校の山岳部を引率しながら採集

ができました。津久井の焼山から入り，黍殻山で

幕営して蛭ヶ岳に登り，塔ヶ岳や槍洞丸へと縦走

します。採集している聞に生徒はどんどん先に

行ってしまい，後から追いつくのが大変です。

最も行きにくし、のカ顎釣山て寸。 日帰りは不可

能で，山中湖から入り，山伏峠の山中湖高原ホテ

ルに泊まるか，山頂直下の避難小屋に泊まって

畦ヶ丸にぬけます。大棚の頭から菰釣山を経て

畦ヶ丸に至る稜線が今回の調査で‘最も不完全な場

所でしょう。それでも尾根筋に道のある所はかな

り採集しましたが，沢筋は一部を除いてはほとん

ど歩いてはいません。今後も機会があれば補充調

査をしたいものです。

1982~83 年の 2年間で他のブロック並み

の標本が揃ってきたので. 8 2年 7月に第 l回，

8 3年 3月に第 2回の仮目録を作り. 84年の全

体目録につなげました。我々は84年からは丹沢

だけでなく，箱根明神ヶ岳や仙石原なと・へ行きま

したが，箱根方面の調査不十分は否めません。

このよ 5にして，森が 82年 26回. 83年 1

5回，計 41回42日，勝山が 82年 22回. 8 

3年 16回. 84年 16回. 8 5年 10回. 8 6 

年9回，計 73回 93日を採集にあてました。調

査回数をメツ、ンュ別にまとめると次のようになり

ます。カッコ内が調査回数。

藤野 1 (8) .藤野 2 (6) .相模湖(1

0)明津久井 1 (6) .津久井 2 (6) .津久井

3 (7) .津久井 4 (2) .津久井 5 (5) .城

山(4) .山北 1 (9) .山北 2 (12).山北

3 (1 9) .山北4(7) .山北 5(19).山

北 6 (2 1) .山北 7 (5) .山北8 (7) .南

足柄 1 (3) .南足柄 2 (6) .南足柄 3

( 2) .開成(1) .松田(1 3) .箱根 l

(7) .箱根 2 (2) .箱極 3 (2) .箱板4

( 9) .箱根 5 (3) .箱根 6 (2) .小田原 l

(1) .づ団原 2 (1) .小田原 3 (1) .清川

1 (1) 

この他に，合同調査といって，手薄と思われる

メッシュに 10人ほどの人が自動車で出かけ.効

率よく採集する方法も，本文 38ページの記載通

りにかなりの回数行われました。また，自動車が

入りにく L 、津久井 1~5 のメッ・ンュは城川さんが

忙しい校長職の合聞に，自宅からかなり離れてい

るのにも関わらず採集されました。

採集が調査と L、ぅ仕事のすべてではありませ

ん。乾燥，同定，分類番号つけ，格納，防虫剤入

れ，チェックリスト作成も不可欠の仕事です。鶴

見高校で一応整理された標本は，横浜，川崎.山

岳地帯など県下 108メッシュの内，約半数に及

びました。しかし，説念なことに森は83年9月

1 8日芦ノ湖西岸の採集を最後に，↑劃生すL、炎と

手術後の貧血などのために4年間第 l線から退

き，退院後の体調のよい時には，多くの方4が集ー

められた標本のさらに詳しい同定とL、う病人にふ

さわしい仕事にあたりました。この間，勝山は前

述の数字が示すように.採集を続け，同定と分布

図作成に努力しました。

「神奈川県植物誌1988Jの完成に際して，私た

ちは犯した誤りを恐れると同時に.皆さんのおか

げで本当によい勉強をさせてもらったと思ってい

ます。

三 ・各地の先生方より 3==========='== 

-桑島正二先生 (近畿植物同好会会長)

この度は「神奈川県植物誌1988Jをご恵贈し、た

だき，ありがたく拝受いたしましす九十年の年月

と同志向好者多数の力を結集して，県内隈なく精

査された上での大著，既刊の槌物誌に類をみない

もので感服の他ございません。今後の私の勉強に

役立たせて頂きます。私は昨年来，大阪府植物誌

の植物目録編の改訂作業中ですが.それにも大き

な刺激となりそうてす。先ずは御礼まで。
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湘南プロックの活動と

「湘南植物誌J

浜口哲一

(1)体制を整える

筆者が，平塚市博物館として調査会の活動に参

加したのは，会が発足した直後のことで、あった。

植物に興味があったのはもちろんのことだが，調

査の内容を知って，地域博物館としてぜひ協力し

t..:.¥' 、と考えたからであった。湘南ブロックの代表

の守矢淳一先生とご相談し. 1 9 7 9年4月の秦

野の調査についての打ち合せを皮切りに，湘南の

センターとして動き出した。

湘南は，この調査が始まる前から，フローラの

研究が進んでいる地域であった。守矢淳一先生は

平塚 ・大磯・伊勢原の目録をまとめられており ，

藤沢では根本平先生が同様の仕事をされていた。

茅ヶ崎で怯高橋秀男先生などの指導された講座を

きっかけに茅ヶ崎植物会が発足しており，市内の

植物調査に取り組んでし、た。これらの蓄積は，調

査を進める上で大きな指針になったことはL、うま

でもない。

1 9 7 9年の 5月に湘南としての全体会を行

い，調査地域の分担を決めて，具体的な調査がス

タートした。受け持った市町村は， ー藤沢 ・茅ヶ

崎 ・寒川 ・平塚・伊勢原・秦野 ・大磯・二宮の合

計 21メッ ・ンュであった。最初の l年半ほどは，

収集した標本は平塚市博に届けるようにお願いす

るくらいで，組織だった活動は行っていなかっ

た。しかし，地域を分担した 30名ほどの中に，

実際にはほとんど調査が進まないメンバーがし、る

ようなので 2回ほどアンケー トを取り ，調査へ

の参加の意向を再確認した。その結果，約半数の

人はいろいろな事情で標本の採集は難しいことが

分かり. 1 9 8 1年 3月に地域の分担を再編成し

た。この時のメンバーがその後の調査を最後まで

支えることになったロ

( 2)進む調査と整理

1 980年秋からは，定期的に平塚市博に集

まって標本の整理を兼ねた勉強会を行う事になっ

た。当初は毎月第 3土曜日を活動 日としていた

が，標本が集積してくるにつれて，それでーは間に

合わなくなり. 1 982年 10月からは，第 2・

4木曜日と第 3土曜日に集まることにした。初期

の勉強会の常連メンバーは，守矢淳一先生を初

め，茅ヶ崎の斎藤溢子，三輪徳子，斎木操，藤沢

の大沼信子，平塚の大貫清太郎，金子順三，山口

育子，秦野の住吉静子の諸氏で¥銀本平，早川亮

太，佐々木あや子等の各氏からも定期的に標本が

届けられ，調査は順調に進んで‘行った。 19 8 3 

年からは，中井町，大井町と小田原3のメツ ‘ンュ

も湘南で受け持つことにし，第4木曜 日には野外

の合同調査をたびたび実施しむ調査が終盤にさ

しかかった19 8 6年からは湯河原，小田原など

西湘のメ ッ、ンュもお手伝いを心がけた。

標本の整理は，初期にはメ ッシュ別にダンボー

ル箱に入れていたが，やがて分類別に整理するよ

うにし，収蔵室がある程度整った 198 3年から

は種別のカパーに標本をはさみ，標本戸棚に配架

した。ちなみに，平塚では種別のカバーはクラフ

ト紙を 3つ折にしたものを使っているが，これは

新聞紙包のままの標本でも標本が落ちる危険が少

なく，一般に使われる 2つ折のものより.好都合

であった。

調査がある程度進んで《ると，各メツ 、ンュの進

行状況が分かるようなチェックリストの必要性が

感じられた。そこで.1 9 8 1年 3月に最初のリ

ストを博物館で印刷した。その後. 8 2年. 8 3 

年とチェックリストを作り直し. 84年には県立

博て‘印刷が行われたが，これらのリストは調査を

進める上でな くてはならないもので、あった。

(3)調査にどのくらいの時聞がかかるか

今回の植物誌を見る上で読者が気になるのは，

各メ yシュの調査にどのくらいの時聞がかけられ

ているかということであろう。メッ・ンュ毎の調査

努力のばらつきも問題になるところである。こう

した点についての記録は調査員各自の野l援に眠っ

たままになっているが， 一つの例としで小田原 3

の調査について紹介してみたい。

このメッシュは 19 8 3年から筆者が担当する

ことになったが，それまでの記録は皆無で，その

年の 5月7日に国府津駅付近の探索を行ったのを

皮切りに，まった く白紙の状態から調査にとりか

かった。フローラ調査にはどの くらいの時聞がか

かるのかに興味があったので，調査に行った日

は，休憩や食事の時聞を除き，野外を歩いた実働

時間をこまめにメモする ことを心がけた。調査は

主に 1983年と 84年の 2年間に集中して行っ

たが，その間に合計 22回足を運び，延べ 80時

間歩き回った。合同調査などでは，花や実がな く
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てもとにかく標本にする方法がとられたが，この

メッシュでは，標本としても状態のよい資料を蓄

積する積もりで採集を行った。

こうした調査の結果合計 775種類を記録する

ことができた。調査の積算時間に対する，積算種

類数の関係をグラフにすると，下図のようにな

る。この図で明らかなように 2年目に入ると，

当然のことながら，時間当りの新記録種数は著し

く減少している。初年度には時間あたり約 1

5種類の新しい収穫があったのに.次年度は約5

種類となった。このメツ 、ンュでは， 田中一雄氏か

らシダ植物を多数補充して頂いたりして，最終的

には 825種類が記録されたが，その 9割に到達

するには約 60時聞を要した。これは. f3 0平

方キロ程度の調査地域のフローラは，季節と環境

をまんべんなく網羅しながら 60時間程度調査を

行えば，ほぼ概要を把握できる」ことを示してい

るだろう。この数字は調査の計画を立案する時の

一つの目安になるのではないだろうか。

また，湖南ブロック全体の調査の進行状況をグ

ラフ化してみると，下図のようになる。これは，

仮目録を作成する度の合計記録数で，最初の 5年

間でほぼ頭打ちの傾向を示している。この数字も

調査に必要な年限の目安として意味があるだろ

う。

しかし，頭打ちになったといっても最後の年度

でも増加が見られている。これは調査員が最後ま

で粘った証でもあり .9年間とL、う年月は決して

長すぎることはなかったとも言うことができるだ

ろう。
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調査時間と記録種類数(小田原3の調査)

( 4)湖南植物誌の編纂

調査がある程度進んで来た段階で，県全体の植

物誌の他に湘南地域としての植物誌を作りたL、と

しづ気持ちが生まれてきた。県と同じ物をf乍るの

では意味がないが，日本シダの会が編纂している

「シダ値物図鑑」のように，全標本のデータが収

録されていて博物館の収蔵資料目録を兼ねるよう

なもの，また，各メッ・ンュを担当した調査員の経

験に基づいて，各種類の産量を表現した分布図を

掲載したものというのが，私の描いた構想であっ

た。幸い博物館の予算で，そうした目録を発行す

るめと'がで・きたので. 1 9 8 3年末から具体的な

作業を開始した。 1点 l点の標本のデータを収録

するためには，全部の標本に標本番号を打たねば

ならない。そのために，次のような手順でイ乍業を

進めた。

1.ナンパリングで，ラベルと，標本を包んでい

る新聞紙に同一ナンバーを打つ。

2.ラベルをいったん標本からま友き出し，そのコ

ピーをとる。(植物誌調査で使用しているラベル

は 0.8倍に縮小コピーすると B7版になる。)

3.ラベルはもとの標本に戻す。

4.ラベルのコピーはB7カードとして，種別に

カードケースに配列する。

5.カードをもとに目録の原稿を作成する。

全体では最終的に標本の点数が約 2万点になっ

たので，これらの作業には，膨大な時間を必要と

しf占ナンバリングは総て筆者が行ったが，その

他の仕事は月 2~3 回のブロックの活動日に，主

に斎藤，三輪，斎木，山口，後には米山智恵子，
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内藤美知子氏も加わった女性陣の献身的な活躍で

進められた。その努力の結果，全標本にナンパー

が打たれたことは，今回の調査で湘南だけが達成

した，誇って良い成果だと思う。

ナンパリングの前提としては.確実な同定が必

要なことは言うまでもないが，筆者は，まず全標

本を見て，同定に疑問のあ，るものをチェックし，

不明なものは度々県立博に持込み，高橋，大場，

城川先生らに指導を受けた。鎌倉の籾山先生のお

宅にまで押し接|けたことも再三にのぼった。さら

にナンバリングをしながらもう一度全部に目を通

しず九イネ科などは，最終的にもう一度チェック

をした。このように湘南で採集された標本の全部

を再度にわたり検討したことは，筆者個人として

はかけがえのない勉強になった。また，その時に

学んだのは，生意気な言い方になるかもしれない

が， 一度誰かの同定を受けた標本でも，少しでも

疑問点があれば，徹底的に検討する必要があると

いうことであるロ

また，各メッシュ担当者にそれぞれの種類の産

量を〔多い・普通 ・少ない ・稀・過去の記録の

み]の 5段階に分けて，記入してもらい，それを

もとにして分布図を作成した。その評価基準は必

ずしも客観的なものではないが，同一地域を頻繁

に調査で歩いている人の印象は，かなり信頼でき

るのではなし、か考えて，こうした試みを行ってみ

た。メッシュ担当者が明確で，四季を通じて踏査

していた湘南ブロックならでは可能なことであっ

た。

こうした準備に基づいて， 1 9 8 5年 3月に

「湘南植物昔、 1一合弁花類」を刊行した。翌年か

らは，マイコンで版下を作成して費用の節約を図

り， 8 6年3月に離弁花類， 8 7年 3月に単子葉

類 ・シダ類を刊行して，湘南植物誌は完結した。

そして， 8 7年春からは，植物誌編集と歩調を

合わせて，最終的な標本の整理を行っていった。

( 5)湘南ブロ '1ク活動日誌

以下にまとめたのは，湘南ブロックとしての活

動で，合同調査は 3名以上が参加したもののみを

上げた。これ以外にも，各自の担当地域には足し

げく通ったのは，もちろんで， 1~2名で他の

メッ、ンュの補充調査に歩いたことも多かった。

1979.4.8 秦野地区打ち合せ(8名)

5.12 湘南フーロック打ち合せ(1 9名)， 

地区の担当などを決定

6.9 平塚市浅間山で野外勉強会

10.20 打ち合せ(8名)，毎月第 3土曜に

平塚市博で標本整理を兼ねた勉強会を行

うことになる

1980.1.6 平塚市吉沢でシ夕、野外勉強会 ‘

3. 調査員に進行状況のアンケート

3.15 ブロック総会(10名)

10.19 秦野5を調査会全体で合同調査，デ

ンジソウ， ミシマサイコ等を記録

1981.3 調査員アンケート。発足時，参加の

意思表示のあった会員の中で，回答のな

い人，調査は無理と L、う人が約半数出

て，約 15名のスタッフが固まる

3.20 仮目録第 I号を発行， 1200種を収録

3.29 プロック総会(1 3名)，この年度

も毎月第 3土曜日に勉強会を行う，二宮

の調査を合同で進めることが確認

10.11 秦野2を調査会全体で合同調査，合

計 463種を記録

1982.3. 仮目録 2号を発行，この年度も，毎

月第 3土曜日に勉強会を行い，湘南植物

誌準備作業を開始

10. 第 2，4木曜も整理日とし，以降毎

月3回の会合を持つ

1983. 3. 仮目録 3号発行。この年度は，第3

土曜日，第 2，4木曜日を会合の日と

し，中井，大井，小田原3も担当するこ

とになったので，合同調査が多くなっ

た。

5.19 合同調査(中井/井の口 5名)

6.23 合同調査(藤沢 1/遠藤 5名)

8.9 合同調査(中井/岩倉 4名)

9.10 合同調査(中井/井の口 5名)

9.20 この日現在合計 14769点，メ

ッシュ平均 615種，イヌワラビ等 20 

種がオールクリヤ

10.15 合同調査(江ノ島 4名)

10.27 合同調査(中井・大井， 6名)

12.20 標本ナンパリング，ラベルのコピー

作業開始，この時，計 16215点，

平均 676種， 48種オールクリヤ

1984.3.17 ブロック話し合い，月 3回会合で，

第2木曜は野外調査，この年度に湘南植

物誌 lの発行を決定

3: 第4次チェックリスト(県博)

内
べ

υ
1
よq

L
 



4.26 合同調査(中井・大井/鴨沢， 4名)

5.24 合同調査(秦野 3/ヤビツ峠， 4名)

6.1 合同調査(中井/比奈窪， 3名)

6.28 合同調査(大井/酒勾川， 4名)

9.29 湘南植物誌の構想、をまとめる

10.4 合同調査(秦野 2/菩提 4名)

10.11 メッシュ担当者に分布メモ記入依頼

10.25 合同調査(中井/藤沢， 3名)

11. 29 合同調査(中井 5名)

1985.3. . r湘南植物誌 1J刊行，この年度も

月3回活動し，西湘の調査も応援するこ

とになる

4.25 合同調査(小田原 2/城山 4名)

5.23 合同調査(湯河原 1/天照山， 4名)

6.15 合同調査(湯河原 1・小田原 4，

6名)

7.25 合同調査(中井・大井 5名)

9.12 合同調査(湯河原 2/白銀林道 5

名)

9.17 合同調査(湯河原 1/城山， 3名)

10.3 合同調査(小田原 2・大井， 5名)

11. 7 合同調査(小田原 1.箱根 5，5名)

1986.2 大磯町の田中一雄氏より多数の貴重

なシダ標本が提供

2.27 合同調査(湯河原1， 4名)

3.20 湘南植物誌 2J刊行

4.24 合同調査(小田原 1/風祭 5名)

5.29 合同調査(湯河原 2，鍛冶屋， 6名)

6.26 合同調査(湯河原1， 5名)

9.25 合同調査(小田原 2/府)11，7名)

10.23 合同調査(小田原 1/久野， 7名)

1987.3.20 r湘南植物誌 3J刊行。この年度は

第 2木曜に整理，第4木曜に野外調査

4.23 合同調査(秦野 3/ヤピツ峠 8名)

5.28 合向調査(秦野 5'中井， 4名)

6.25 合同調査(厚木4・清)113，6名)

7.23 合同調査(小田原 l〆和留沢， 5名)

9.10 合同調査(厚木 2，4名)

10.1 会同調査(松田/寄，7名)
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神奈川県植物誌版下作成記

勝山輝男

9年間の調査結果を神奈川県植物誌1988として

刊行するにあたり，印刷費の捻出が問題であっ

た。少ない費用で印刷するためには完全版下を自

分達でイ乍らなければならない。原稿はパソコンの

ワープロに入力されているが，たとえ最先端の

ページプリンターを使用してもドットのパターン

でイ乍られる字の質には限度がある。パソコンに接

続できる活字プリンターを使用することて十分な

質の文字が打出せる事がわかった。日本タイプラ

イター製のDLQプリンタ---，ROBOを購入し，

これで本文を打出しそれに分布図を貼りつけて版

下を作成することになった。

パソコンを 2台使い 1台て文書ファイルを加

工し，もう I台を活字プリンターにつないで印刷

する。活字プリンターは字の質は良いが 1行づ

っ活字を組替えて印字するので 1ベージ打出す

のに 20分位かかる。専用のソフト (DELQWARD)

はパソコンのワープロに比べて使い勝手が悪いの

で，ワープロの中で最後の校正をしながらレイア

ウトにあわせて改ページしそれを印字速度の速

い普通のプリンターで打出し，ベージ割や内容の

チェックをする。その後DELQWARDに転送し，活字

の種類 1行の文字数や 1ページの行数，ベージ

番号などを指定し，アルファベットや数字が単語

の途中で改行されないように調節してからプリン

ターに送り，活字で打出す。活字プリンターに信

号を送ってしまえば，後はすべて機械が行なう。

ときには無人の作業室で夜どおし活字を打続ける

こともあった。 53U室では最新の分布図が別のパソ

コンで打出されている。同時に 3台のパソコンが

活躍したことになる。システムのすべてを把握し

ているのは大場一人だけ，オベレーターも勝山を

加えて二人だけ。もし途中て式場が倒れるような

ことがあったら，版下作成は中断し，植物誌の 3

月刊行は不可能であったろう。

活字が打出されると，貼り手の仕事が始る。蛍

光燈の上にすりガラスをつけた貼りつけ台の上に

版下を置き，四隅にあるトンボを基準にして，は

み出さないように分布図と纏物図を貼り込む。神

経を使う仕事である。偶数ページに文章，奇数

ベージに対応した図がはし、るようにした。いざ貼

り込み始めると図が無く、空白が大きすぎる場所

もある。この段階で図を書き足したものも多レ。
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が 12月，キク科までの本文が l月，残りが2月

で‘あった。 11月末に始り，正月 3ヶ日に休んだ

だけで 1月いっぱい，作業は連日夜 11時頃まで

行なわれた。他に職を持つ者は土日と平日の勤め

が終った後，学校が冬休みの聞は県立高校の教諭

がフルタイムで作業に参加しt.:.
200 0部が 5月までに売切れてしまった。こ

れだけの内容の本が 1万円前後と L、う破絡の値

段，多くの読者は 「安L、」と思われたことだろ

う。無償の労働奉仕があったからこそこの値段で

刊行できたのである。 9年間の野外調査と研究成

果をまとめた 1400ページ重さ 4kfJの神奈川県

植物誌が l万円，これはどう考えても安い。

また標本を直接コピーして貼り込むのも良い方法

であった。図の貼り込みが終って読み直して見る

と，誤字や内容の誤りが見つかることもある。そ

の部分だけ活字で打出し，両面テープで貼りつけ

て修正する。またこの活字プリンターは 1000 

ベージ以上の本を作ることを考えていない。 10 

o 0ページ以降はすべて別に打出した数字を貼り

込んだ。ときにはベージ割がうまく L、かず，空白

ベージができてしまうこともある。そこには神奈

川県をタイプローカリティーとする植物の写真を

入れることにした。貼り手は執筆者と博物館の山

口があたり，会員のボランティアも加わった。

印刷所に版下を渡す締切はシダから単子葉まで

-植物誌の反響
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一足山
首
司
崎
市
、
E
Eさ
れ
f
hし
}
ド

れ
は
瞳
置
な
耳
ケ
坦
に
t
一一え
.
九

月
C
骨
九
三
日
五
時
，
ぐ
ら
い
h
z
x

色
い
唐
古
の
花
そ
世
か
せ
る
J
E

I

一
宵
用
問
の
砂
丘
で
よ
く
見
ら
れ
た

ミ

正

ク
グ
ヌ
マ
ラ
ン
も
彊
認
さ
れ
た
.

寸

句

主

慣

眠

司

な

ど
の
理
忘
一
智
正
一
宮
』

1
1
1

と
か
・
ワ骨
・化
岨
耳
も
匡
包
吉
れ
て

町
市
市

V

い
た
が
J
Er討
の

一
近
い
六
百
二

三
岡
-戸
川
川

+
置
も
置
毘
さ
れ
て
い
る
.
な
か

'

J
H也

、

に
は
全
国
で
京
ぞ
と
い
う
マ

嘗
守
E
J
F

ス
ト
ラ
リ
ア
車
置
の
ヨ
シ
カ
ワ
ギ

ゴ叶

r
-
Pも
晶
主
ゲ
谷
区
円
の
宅
這
聞
で

r
f
p
J

見
つ
か
っ
た

=

一AytM
F
Z
Eの
申
心
と
な
っ
た
県
立
陣

珂，
t
、

朝

周

の
穴
場
通
之
圭
一
員
は
「
彊

-

h
I
め
て
貴
重
な
墨
と
な
っ
有
且

h
t
二
奮
置
主
そ
怖
く寺、

、
J
こ
こ
の
胃
畠
が
役
立
つ
と
旦
ヨ
.
咋

i

」
4
』

置

も
圃
葦
ぞ
揖
け
れ
ば
、
阻
司
帽

・
一
ノ
の
変
化
を
町
置
に
つ
か

φ
@し
J

‘

二

圏

揖

司

圃

づ

く

D
c
a立
つ
は
ず

『コ
J

だ」
と
民
一
明
.
ま
た
‘
「圃

E
広
主

調
や
定
E
退
且
レ
た
人
な
ど
司
持

、
、
な
岨
園
町
定
評
暑
の
手
井
当
亡
片
ね

iυ

れ
た
置
踊
も
究
室
い
」
と
し
て
い

か

る.

t
，

一

南

黒

川
県
喧
喧
毘
」
は
A
4

・h
J

判
、
千
四
百
四
T
ニ
F

，.
県
立
岬

司
K

明

n
r九
千
八
百
円
で
園
入
で
倉

院

-
G
a
i
l
-
-

耳
世
Z

酎
掴
の
す
万
三
一
万
ナ
争
と

a=

県
円
し
F
み
ら
れ
な
い
す
万

詰

ロ

町

市

A
笠

間

ι

暑

の凸

サ

ク

ラ

ッ

ヶ

、

ヨ

シ

カ

ワ

ギ

ク

:

・

浩

一む

県
同
に
は
ど
ん
な
岨
胡

町
、
ど
の
く
ら
い
分
布
し
て

い
る
の
か
.
姐
壇
の

.
F曙
'

づ
〈
り
に
E
ロ
畳
ん
で
い
た

『
唱
哩
司
昆
眉
華
量
」
の
皿

査
が
九
E
が
か
り
で
事
と
由

ら
れ
.
県
立
薄
司
R
か

P2南

南
川
県
喧
『
叫
毘
』
'
写
真
B

と
し
て
昆
刊
さ
れ
た
.
骨
置

の
記
宅
L
加
え
、
升
有
国
.

イ
ラ
ス
ト
も
闘
え
e

つれ

τい

F9.
E
円
を
一
百
八
の
メ
ッ
シ

ュ
{
揖
ヨ
】
円
立
山
け
.
品
T-c

宙
っ
て
啄
=
畏
E
7
-
9
3ど

占
M
q

百
haZ
由
喧
エ
曜
の
て
高

い
と
い
う
.
耳
閉
凶
唱
が
一
-
-
-
瞳

ヨ
何
時
三
云
れ
る
一
方
.
ヨ
2
草

れ
T
屯
揮
し
た
の
で
泣
な
い

か

cb-つ
れ
る
坦
調
も
町
三

-
檀
に
よ
っ
て
い
る
a

置
互
に
当
た
っ
た
の
は
.
ア
マ

チ
ュ
ア
モ

ZEh~グ
ル
ー
プ

『
、
寓
斉
吉
人
モ
週
一
す
愛
#
E‘

吾
完
事
り
が
涜
靖
国
王
-p
z片
っ
て

記
H
に
と
ど
且
て
い
る
.

日
J

ダ
ヨ
以
ょ
の
高
耳
軍
司
で
あ

る
垣
留
置
{
い
か
宝
と
)
岨
耳

品臨地蝿岨出
9年がかりで完成

の
圏
耳
は
二
千
八
圏
に
も
上
ヲ

た
.
こ
れ
は
‘
丹
沢
山
高
.
司
園

山
題
、
閣
圃
E
E
な
ど
坦
静
に
富

ん
だ
県
円
の
軍
司
帽
の
翼
型
モ
τよ

く
置
し
た
晒
畢
と
い
う
.

帯
置
広
い
く
つ
か
あ
る
が
.
今

包
の
周
一
軍
か
ら
『
県
内
で
い
ち
ば

ん
晋
過
の
花
』
と
し
て
声
ノ
聞

を
臨
く
百
七
の
メ
ァ
シ
ュ
で
団
Z

さ
れ
た
の
が
才
才
パ
コ
と
フ
キ
.

厨
レ
い
眉
調
も
三
十
唖
誼
忽
さ
れ

た
.
こ
れ
ま
で
人
の
自
に
は
つ
い
。

、戸籍本ネ

県
立
偉
物
館

が

刊

行

て
い
た
も
の
の
‘
分
調
ト
宇
品

a

と
認
め
ら
れ
た
払
ぷ
り
で
.
宮
ケ
掴

'
ダ
ム
予
定
地
の
申
橿
川
に
一
旦
1
六

月
に
か
げ
て
脅
さ
い
か
れ
ん
な
疋

を
つ
け
る
サ
ガ
ミ
ニ
ガ
ナ
も
そ
の

ひ
と
つ
.
し
か
レ
、
掴
念
な
こ
と

に
ダ
ム
完
居
で
京
没
す
る
と
い

A
J
.
 ま

た
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
な
ど
、
ま

。
た
く
ヨ

E
Eれ
な
か
っ
た
岨
副

も
三
十
揖
そ
宕
え
た
.閣情
豆
国
司

E
で
民
一
岨
置
」
と
は
E

再
現
し
て

い
な
い
も
の
の
.一
そ
の
危
靖
広
島

る
」
と
し
て
い
る
.

一
方
、
県
円
に
し
が
克
・
つ
れ
な

い
担
芭
檀
と
し
て
注
目
吉
れ
て
い

植物誌が年IJ行されてから，地元神奈川県の新聞

紙上や，生物関係の雑誌等の書評にもたびたび取

り上げられた。その中からいくつかを紹介してみ

よう。

p
h
d
 

n
L
 



物
は
二
午
百
八
十
二
種
、
帰
化
植

物
が
六
百
二
十
種
、
合
わ
せ
て
二

千
八
百
三
種
が
確
認
さ
れ
た
。
三

十
年
前
に
県
博
物
館
沼
会
が
調
べ

た
時
よ
り
五
百
三
十
五
種
多
く
確

認
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
新
品
種
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
ハ
コ
ネ

イ
ト
ス
グ
(
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
)

県
内
に
自
生
す
る
値
物
の
分
布
一
示
す
に
と
ど
ま
ら
ず

「
県
内
の
ど
な
ど
三
十
種
で
あ
る
。
ま
た
、
神

状
態
を
丸
九
年
か
け
て
調
べ
た
こ
に
ど
ん
な
鑓
物
が
あ
る
か
」
を
奈
川
に
し
か
自
生
し
て
い
な
い
サ

「
神
奈
川
県
値
物
誌
工
9
8
8」
調
べ
上
げ
た
点
で
初
め
て
。
ガ
ミ
ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ホ
ト
ト
ギ
ス

が
県
立
荷
物
館
内
匂
b
出
版
さ
れ
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
自
生
値
(
ユ
リ
科
)
が
丹
沢
の
岩
場
で
健

(
A
4判
、
千
四
百
四
十
二
ぢ
。

1
I
l
l
i
-
-
-ー
!
j
i
-
-
:
l
i
l
i
--Il

l

i

-

-

l

i

l

i
--
'

県
内
を
百
八
の
メ
ッ
シ
ュ
に
分

一
サ

ガ

ミ

ジ

ョ

ウ

ー
顧

問

盟

国

期

間

出

宮

司
自

m
M圃

け
、
メ
ッ
シ
ュ
ご
と
に
審
議

一
ロ
ウ
ホ
ト
ト
ギ
ス
麗
白
日
町
凶
叫
臨
時

u
h
H
Z轄

一
本
を
採
取
・

一
ま
で
の
値

gzAUS--ZEEdefo--
F
o
i
o
t
o
-
-
T
0
1
0
t
o
t
o
-
7
0
4
0-f
o
S
oe-
-
g
E
0
1
0
1
0
S
T
O
-
o
a・
f
・-・
3

一

に

は

ど

ん

む

「

神

奈

川

県

植

物

に

絶

滅

の

危

機

が

多

く

翠

「

値

物

世

田

」

は

「
県

立

博

物

こ

の

「組
物
箆
」
は
神
奈
川

一

一

一

九

苅

υν

値
物
世間
1
9
8
め
ら
れ
る
。
人
間
の
蓉
(
お
館
」
発
行
に
な
っ
て
い
る
の
で
の
雲
仙
の
丞
冨
田
ア
と
し
て
や

…
5
時
8
」
は
、
自
然
ご
)
り
を
反
省
す
べ
き
時
期
に
形
の
上
で
は
県
が
や
っ
た
仕
事

198年
代

皇

室

菜

に

一

O

Eペ
を
愛
す
る
ボ
ラ
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
値
物
に
な
る
。
し
か
し
県
は
ほ
と
ん
残
す
も
の
で
あ
る
。
震
の
命
一

一

a

ン
テ
ィ
ア
の
也
誌
が
生
存
の
揚
に
窮
し
た
植
物
ど
金
を
出
し
て
い
な
い
。
県
貨
を
は
ぐ
く
み
歴
史
を
刻
む
大
地

C

H

力
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
こ
れ
た
ち
の
黄
昏
の
詩
と
な
ら
ぬ
こ
で
の
援
助
を
ず
っ
と
依
頼
し
て
の
主
主
合
組
物
、
そ
の
現
状
を

H

D

ほ
ど
の
資
料
が
調
査
か
ら
製
本
と
を
望
む
が
、
私
に
は
絶
滅
し
き
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
調
べ
基
礎
資
料
。と

し
て
後
生
に
一

一
詩
む
幻
自
信
長
洲
一
二
知
事
に
一
言
問
刊
誌
討
将
校
一
-

D

奈

川

の

諮

り

で

も

あ

る

つ

。

て

い

っ

た

値

物

た

ち

へ

の

鎮

魂

た

と

い

う

。

い

の

か

。

一
一

一

調

査

に
あ
た
っ
た

「
植
物
誌

の
鍾
の
奮
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
最
後
に
県
は
本
の
回
刷
費
と
そ
う
思
っ
た
こ
と
も
一
度
や
。
一

一
調
査
会
」
の
メ
ン
バ
ー
、
長

谷

う

で

あ

る

」

し

て

五

百

万

円

支

出

し

た

。

し

二

度

で

は

な

か

っ

た

る

つ

。

し

戸

一

D

川
義
人
さ
ん
は
、
県
立
惇
物
館
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

‘
か
し
う
ち
三
百
万
円
は
本
の
阪
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
一
一

一
だ
よ
り

(
1
9
8
8
年
1
月
た
ち
が
十
年
近
く
を
、
こ
の
仕
売
代
金
か
ら
返
納
せ
ょ
、
そ
れ
黙
っ
て
こ
の
岱
業
を
手
弁
当
で

C

一

日
号
)
に
こ
う
寄
い
て
い
る
。
事
に
ど
ん
な
思
い
で
打
ち
込
ん
も
本
年
度
中
に
返
せ
と
い
う
の
成
し
遂
げ
た
。
ま
こ
と
に
神
奈
戸
一

。

「

人

里

に

生

育

の

湯

を

持

つ

で

寺

定

か

を

知

る

。

だ

そ

う

だ

。

川

の

誇

り

で

あ

る

。

(
K
)

一
一

Tuto--70iosESO
-s
o
-
4
04
0zt
o
t
o
-
o
s
o
t
o
-
-
E
E
-
-
o
;
o
j
o
t
o--
-
0
1
04
0ーら一

手
づ
く
り
で
完
成
し
た
「
神
奈

神奈川版 (1988.3.26)東京新聞

z nか常種ふ、，c頬な

.害そ影 雪り
れ'ま

つ だ を き し
主け受 CQtc
s.土け豆一
ι 着てロ~
い m い五内

三十の
と型~で緩
い靭にーす物
うわ1~、1:>1
乙圧いら約
と迫ま、三
でさず非千

クわ
イか
ス ーりー
のな
よい
う植
に物

を

飯
沢
調
査
は
、
そ
の
区
画
へ
い
っ
て
、

生
え
て
い
る
織
物
を
採
取
し
て
く
る
わ
け

で
す
か
・

大
姐
唱
え
え
・
そ
う
し
ま
せ
ん
と
、
デ
ー

タ
の
信
頼
性
が
欠
。
て
し
ま
う
ん
で
す

ね
.

飯
沢
な
ん
と
い
う
箇
物
か
わ
か
ら
な
い

場
合
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
.

大
場
そ
れ
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
.

ζ
ζ

へ
持
っ
て
き
ま
し
て
、
専
門
の
人
間

と
か
、
高
校
の
先
生
と
か
、
セ
ミ
プ
ロ
蔽

の
者
が
何
人
も
い
ま
ず
か
ら
、
分
担
し
て

筒
べ
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
、
わ
か
ら
な

い
と
い
う
の
が
、
実
は
、
ま
だ
、
い
く
つ

か
あ
る
ん
で
す
.
と
く
に
外
国
か
ら
き
た

イ
ネ
税
の
徳
物
に
、
迷
宮
入
り
が
多
い
で

す
ね
・
そ
う
い
う
も
の
は
、
徹
底
的
に
調

べ
て
み
て
も
、
結
局
、
ぴ
っ
た
り
当
た
る

も
の
が
な
い
.
現
在
手
に
入
る
資
料
だ
け

で
は
調
べ
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
わ
り
で

す
.
そ
う
い
う
の
が
、
毎
年
増
え
て
く
る

よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。

飯
沢
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
が
わ
か
っ

た
と
き
に
は
、
や
は
り
、
う
れ
し
い
の
で

し
ょ
う
ね
.

大
場
ク
イ
ズ
を
解
く
の
と
同
じ
で
、
お

も
し
ろ
い
で
す
ね
.
た
だ
、
新
し
い
締
物

を
見
つ
け
た
こ
と
だ
け
を
あ
ま
り
強
調
し

た
く
な
い
気
が
あ
る
ん
で
す
.
博
物
館
で

自
然
領
官
目
指
摘
曙
を
や
っ
て
い
る
と
、
ど
う

し
て
も
珍
種
ば
か
り
追
い
か
け
る
マ
ニ
ア

に
な
り
が
ち
な
人
が
多
い
も
の
で
す
か

ら
.
今
回
は
、
デ
ー
タ
を
残
す
と
い
う
目

的
が
あ
り
ま
し
た
の
で

飯
沢
デ
l
タ
の
藍
理
は
。、
ど
う
い
う
形

で
な
さ
っ
て
い
る
ん
で
す
か
・

大
場
燈
初
始
ま
っ
た
と
き
は
、
予
算
が

な
く
て
人
海
戦
術
で
し
た
.
と
こ
ろ
が
一

年
半
ぐ
ら
い
過
ぎ
る
と
、
と
て
も
霊
理
で

き
な
い
ほ
ど
榎
本
が
集
ま
っ
て
く
る
で
し

ょ
う
.
そ
れ
で
パ
ソ
コ
ン
を
自
分
で
買
い

込
み
ま
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
、
デ
ー
タ
整
理
を
や
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
も
、
当
時
は
、
パ
ソ
コ
ン
が
販
売
さ
れ

た
初
期
で
、
と
て
も
使
え
る
も
の
じ
ゃ
な

か
っ
た
で
す
ね
.
そ
の
後
、
パ
ソ
コ
ン
も

進
歩
し
た
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
改
良
し
て

い
き
ま
し
た
か
ら
、
少
な
い
人
並
で
、
大

量
の
デ
ー
タ
を
短
い
聞
は
正
確
に
計
算
し

よ
う
と
い
う
と
き
、
非
常
に
い
い
で
す
・

F
h
u
 

η
L
 

画
期
的
な
値
物
箆
の
出
現
に
は
段
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
こ
と
が
お
わ

か
り
だ
ろ
う
.

そ
れ
に
つ
け
て
も
多
く
の
人
の
協
力

が
、
こ
ん
な
も
の
を
作
り
あ
げ
た
の
で

あ
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
中
心
に
な

っ
た
大
場
さ
ん
の
黙
憲
と
創
憲
を
私
は

高
く
評
価
し
た
い
。
こ
の
正
確
で
広
範

囲
な
稼
本
を
上
手
に
利
用
す
る
人
び
と

の
出
現
を
私
は
待
ち
た
い
の
で
あ
る
・
船省部

'h

f
‘、



飯
沢
『
神
奈
川
県
績
物
誌
一
九
八
八
』

e

調
査
す
る
人
が
、
現
地
に
い
っ
て
も
、
境

を
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
薗
期
的

，
界
線
が
全
然
、
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。

な
ζ
と

で

す

ね

・

飯

沢

自

に

は

見

え

ま

せ

ん

も

の

ね

・

大
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
や
る
大
場
え
え
・
わ
れ
わ
れ
の
実
感
の
あ
る

ん
な
ら
ば
、
ざ
ん
新
な
錨
物
誌
に
し
よ
う
境
界
線
が
.
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
憲
初

と
i
・e
・

-

は

、

江

戸

時

代

の

自

然

的

な

村

の

大

き

さ

飯

沢

ど

ん

な

点

で

す

か

・

で

:
飯
沢
「
字
(
あ
ざ
)
」
で
す
か
.

大
場
は
い
。
そ
の
ぐ
ら
い
が
人
間
的
だ

と
い
う
こ
と
で
.
字
は
、
だ
い
た
い
ヰ
人

.
一
一
百
戸
ぐ
ら
い
、
約
四
百

M
の
範
囲
に

住
ん
で
い
る
と
い
う
規
則
性
が
あ
る
ん
だ

そ
う
で
す
ね
・
高
校
で
も
、
平
人
を
超
え

る
と
、
と
た
ん
に
運
営
が
む
ず
か
し
く
な

る
と
か
.

飯
沢
芝
居
も
そ
う
で
す
ね
・
示
l
ル
の

収
容
席
が
千
人
を
起
す
と
i
.
人
聞
に

は
、
そ
う
い
う
限
度
が
あ
る
ら
し
い
ん
で

.
す
ね
.

い
ま
確
認
さ
れ
て

い
る
も
の
だ
け
で

大
場
ま
ず
、
県
内
を
細
か
く
メ
ッ
シ
ュ

(
区
画
)
に
区
切
っ
た
こ
と
で
す
.
神
奈

川
県
で
は
、
『
値
物
誌
』
を
昭
和
八
年

に
、
そ
の
改
訂
版
み
た
い
な
も
の
を
昭
和

三
十
三
年
に
つ
く
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

そ
れ
は
全
県
一
区
な
ん
で
す
ね
・
ほ
か
の

県
の
も
、
み
ん
な
そ
う
で
す
.
ま
た
、
明

治
以
来
、
積
物
を
調
査
し
た
デ
1
タ
が
、

全
部
、
集
め
て
あ
る
.
で
す
か
ら
、
時
間

か
ら
い
う
と
、
百
年
の
聞
が
あ
っ
て
、
い

、

ま
は
な
く
な
っ
た
植
物
も
同
列
に
の
せ
て

い
る
ん
で
す
.

わ
れ
わ
れ
の
『
組
物
誌
』
は
、
な
る
べ

く
現
時
点
の
、
結
局
五
年
間
の
予
定
が
九

年
間
か
か
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
聞
に
確
認
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
の
せ

よ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
.
そ
れ
が

特
色
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

飯
沢
今
回
は
、
い
く
つ
の
区
画
に
お
分

げ
に
な
っ
た
ん
で
す
か
.

大
場
百
八
で
す
・

飯
沢
除
夜
の
鐘
み
た
い
で
す
ね
。

大
場
煩
悩
(
ほ
ん
の
う
)
の
数
で
す
・

普
通
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
都
合
の
い

い
よ
う
に
、
総
度
・
経
度
に
と
か
、
地
図

を
真
四
角
に
切
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
と

百
八
の
区
画
に
分
け

中
年
の
主
婦
も
協
力

大
場
で
も
、
「
字
」
で
分
け
る
と
神
奈

川
県
だ
げ
で
、
平
を
超
え
る
区
画
に
な
る

ん
で
す
ね
・
結
局
、
市
区
町
村
の
境
界
織

を
単
位
に
し
ま
し
た
.
高
い
山
で
は
、
自

然
環
境
が
違
う
も
の
で
す
か
ら
、
干
M
以

'

上
で
分
け
、
島
も
別
に
す
る
と
い
う
の

で
、
な
ん
と
な
く
百
八
に
な
っ
た
ん
で
す
.

調
査
す
る
人
は
だ
い
た
い
百
四
十
人
、
最

後
ま
で
残
っ
た
の
が
百
十
四
人
で
し
，た・

飯
沢
区
画
の
数
に
近

v.

大
場
山
の
ほ
う
に
は
合
間
関
査
隊
を

繰
り
出
し
ま
し
た
・
調
査
に
九
年
か
か

り
ま
し
た
の
で
、
平
淘
年
齢
が
上
が
り

ま
し
て
、
大
勢
で
調
査
に
い
く
と
、

ゲ
ー
ト
・
ボ
l
ル
チ

1
ム
じ
ゃ
な
い
か

つ
て
。
そ
の
う
ち
中
年
の
主
婦
が
二
十

七
人
い
ま
し
て
日
曜
日
に
や
っ
て
き
て
、

複
本
の
墜
還
を
は
じ
め
、
全
部
や
っ
て
く

れ
ま
し
た
・
乙
の
人
た
ち
が
い
な
げ
れ

ば
、
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
勉

強
は
し
ま
す
し
、
は
じ
め
は
僅
物
の
こ
と

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
主
婦
が
と
ん
で
も
な

い
珍
し
い
借
物
を
持
つ
で
き
た
り
.

飯
沢
ま
さ
に
ウ
ー
マ
ン
・
パ
ワ
ー
で
す

ね
・
結
果
と
し
て
、
新
し
い
発
見
が
あ
り

ま
し
た
か
.

大
場
非
常
に
あ
り
ま
し
た
・
神
奈
川
県

は
調
べ
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
常

織
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
、
何

が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
か
が
わ
か
り
ま

し
た
.

三
十
種
類
ぐ
ら
い
新
し
い
借
物
が
出
て

き
た
ん
で
す
.
い
ま
ま
で
み
ん
な
が
見
過

ご
し
て
き
た
植
物
で
し
た
.

飯
沢
新
種
と
い
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う

ホ
μ外

国
か
ら
の
植
物
が

ふ
え
て
い
ま
す
ね

大
場
種
、
変
種
と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
の
で
、
新
品
種
、
新
変
種
、
み
ん
な

入
れ
て
で
す
・
い
ま
ま
で
一
種
類
と
し
て

見
過
ご
し
て
い
た
も
の
が
、
実
は
二
種
頬

に
分
か
れ
る
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
・
日
本
の
縞
物
は
、
ま
だ

ま
だ
、
ざ
っ
と
調
べ
ら
れ
て
い
る
段
階
だ

と
思
い
ま
す
.
あ
と
は
、
土
地
柄
、
外
国

か
ら
く
る
植
物
で
す
ね
。
愚
初
の
回
世
物
誌

で
外
国
の
も
の
は
百
種
頬
ぐ
ら
い
、
二
回
、

，目
で
二
五
百
種
類
、
今
回
は
六
百
五
十
種
類

¥
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植物地理・分類研究 第 36巻第 l号 昭和 63年 6月

O 神奈川県植物誌調査会編 神奈川県植物誌神奈川県立博物館(〒231横浜市中区南仲通5-60)，昭和63

年 3月 15日発行。 B5版， 1，442頁。頒価 10，000円。

あとがきに本書は従来の各県の植物誌とは異なる点がかなりある。それは単に異色であるというだけでな

く，今後地域の植物誌を編纂するにあたって参考に成るべき点が少なくないと思われる。"と本書の完成に貢献

された大場達之氏は自信を持って述べて居られるが，それは，もっともなことで，全県下に居住する 150名を

こす多数の方々の協力により，収集された標本は 12万点を越えると言うのであるから，とにもかくにも大変な

苦作であることに相違なし紹介者が述べるまでもない。

内容は，シダ植物・種子植物を扱い，各種の特徴を示す部分図のほかに，神奈川県を 108個のメッシュに分

けて分布図が携載されている。確に県単位による植物誌の白眉になるものと言って過言であるまい(里見信生)

神奈川県植物誌1988 神奈川県植物誌調査会編。神奈

川県立博物館の発行でくこの植物誌は神奈川の特徴ある

植物相，変わりつつある都市成の植物など，神奈川県の

1980年代における横物を集大成したもので，当館と神奈

川県植物誌調査会が 9年の歳月をかけて調べたものです

.-> (挨拶状から)。県全域の他物誌としては 4回目に

当り，長崎県の 3回目，千葉県，山形県等の 2回目など

があるが，地威的なフロラ研究調査の最先端を歩む成果

といえる。調査の苦心の援要が大場達之氏の記事 (p

1413でうなずける。今回の調査での新催物は30種(変種

以下を含む〉の由。また近年特に目立つのが帰化植物で

新しい35種をあげている。一方横浜は長崎，函館と共

に，近代:臨物分類学の三大窓口の一つであるために植物

研究史の函では日本列島の研究史に速なる点で，研究史

(1)を担当された，小原敬氏の記事に特に興味をおぼえ

た。また研究史(2)の村上司郎氏の記事は私にとっては牧

野富太郎・一久内清孝の両先生をはじめJ 親しく交流のあ

った方々が登場し，なつかしく感じた。(奥山春季〉

30.5 x 21.5cm，厚さ 7.5cm，1~1442ベージ。 1988.3.15

神奈川県立博物館発行。希望者は (Tel.045-201-0926) 
へ照会されたし、〕。

レポート 日本の植物 No.36

1988年(昭和 63年) 7月 1日発行
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日本の生物 218) AUG. 1988 

神奈川県植物誌
1988 

・同植物誌調査会編

・A4判 1442頁
・抑奈川県立得物館

eaa切(10月再版予定〉

日本各地ですでに出版されている地方植物誌のな

かで，本書はもっとも大き、くて充実した値物誌であ

る。シダ植物，裸子植物，被子縞物がエングラーの

体系で科どとにまとめられ，各種ごとに和名，‘学名，

記載，分布を記す。後の頁の一覧表Kは分布型も示

され， 1315頁以下の総論と共K生態もよく理解でき

る。神奈川県を108のメァシュに分けて多人数を動

員して昨年まで 9年間の調査で判明したデータを今

まで知られたデータと区別して共に記されている。

証拠の標本が保存されているのも心強い。

神奈川県の自生の，帰化植物も含めて全種にわた

り，分布図と植物の全図または部分図があり，しかも

種の記述とそれらを見くらべられる位置においてあ

り，その配列の苦心，努力K敬意を表したい。神奈

川県にすむナチュラリストはもとより，すべての績

物愛好家にこの本は大歓迎を受けるに相違ない。す

べての学校や図書館は ζの書を備えて自然を心から

愛好する心の養いとしてほしい。多くの人たちの努

力の結晶だが， とれをまとめた高橋秀男・大場達之

氏らの事務局の苦労をお察しする。黙々として日本

植物学K貢献される顧問の籾山泰一氏にも感謝した

い。神奈川県の横物，特に箱根の植物の日本植物学

への貢献は大きい。本誌K記された小原敬氏の神奈

川県植物研究史は， 日本植物学が神奈川県を舞台に

近代化していった点を明らかにして興味深く教えら

れると ζ ろが多い。

徳川時代に出島の 3学者とよばれるケンベノレ，ツ

ュンベリー， シーボノレトは偉大な学者，医者， また

偉大なナチュラリストであった。彼らが夢中になっ

た日本の植物をもっともよく知る ζ とができた舞台

は箱根である。私は学生時代，箱根底倉の湯に泊ま

り，主人沢田武太郎氏 (1899~1938) の書斎，その

蔵書と大型の標本をみたときの驚きが忘れられない。

〔神奈川県立博物館干231横浜市中区南仲通5-60J

木村陽二郎 (東京大学名誉教授)
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@植物誌以降の記録

タシロラン発見一大磁高麗山にて

内田藤吉

-発見の経緯

7月 12日，大磯高麗山へ朝日カルチャー横浜

の観察会の下見で行った時のことである。高麗神

社(高来神社)から女坂を頂上へ登る途中で，同

行の植物誌調査会会員高坂雅子氏が珍しい花を発

見したが，私にはさっぱり見当がつかず. 1本し

かなし、ので写真だけとって後日観察することにし

Tこ。

帰宅後，数年前横須賀市博の大森雄治さんが観

音崎と馬堀で‘発見されたタシロランではないかと

思い，その報告(神奈川自然、誌資料 5号)と「日

本の野生植物1J(平凡社)を参照した。さらに

大森さんに発見時の印象が，平凡社図鑑と似てい

るかを電話で確認したところ，その通りと即答が

あった。翌草朝!Jl.守矢淳一さんをわさ

願いし'確認して頂いた。

-観察の経過(1988年7月)

7月 12日 高坂雅子氏により発見句写真撮影。

1 3日 変化なし。早朝，守矢淳一氏確EE

草丈24c目。花8個。

1 4日 変化なし。気のせいか，子房が少し

大きくなったようである。写真，丹

念にとる。

1 5日 変化なし。子房の縞がはっきりして

きたようである。志沢光朗氏を案内

する。平塚市博の浜口哲一氏ーと標本

として採るかどうか，相談する。横

須賀市博大森雄治氏に写真を送り，

確認を得た。

1 6日 大変化。子房が縦に裂けて，中から

種子が出ていた。写真とる。

1 7日 子房の中の種子はすっかり出つくし

た様子。写真とる。

1 8日 姿なし。登山道のすぐそばで-あった

ため，棒でなぎたおされたらしい。

根元 5回目 ぐらいが残る。登山道の落

葉の中を，丹念に探したら，踏みち

ぎられたものが 2片見つかる。拾い

集め，標本にと平塚市博に届けるロ

8月4日 朝日新聞神奈川版にタシロラン発見

の記事掲載。

-今後の課題

大森さんの話では，毎年同じような場所に出る

とのことである。高麗神社(高来神社)の神主さ

んの話では，数年前に湘南平への途中の山で，写

真と同じものを 2カ所でー群生を見かけたことがあ

るから，注意してお知らせしますとのこと。 6月

から 7月にかけ，この山の探索を心がければ再発

見の可能性はある。城川四郎氏が夕、ンロランなど

の珍品は運がよくないと出会えないもので，写真

でも貴重なものですと言われた。来年は運のよい

方が出るのではと期待している。
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クゲヌマランその後

高橋秀男

-茅ヶ崎市のクゲヌマランが藤沢市に

9月7日，植物言編纂に当たってクゲヌマラン

の情報を提供して下さった塩沢務さんからクゲヌ

マランのことで電話を頂いた。(神奈川県植物誌

1988の40頁およひ'480頁にある塩沢努の名は誤植

で，大変ご迷惑をかけてしまった。)お話の内容

は茅ヶ崎市のあるお宅にクゲヌマランがあり，そ

の生育場所が変わっているから見に来ないかとい

うお誘いであった。またその家が売りに出されて

いるので早晩絶滅してしまうから全部を移植した

いという話もされTら私の都合で9日に伺うこと

に決まった。塩沢さん宅で，藤沢市職員の方も加

わって，計 5名が 2台の車に分乗し，茅ヶ崎市に

向かった。到着した所は茅ヶ崎市平手間J7-24にあ

る栗原さん宅であった。かつて塩沢さんが藤沢市

でクゲヌマランを発見した時の新聞記事を見て，

わが家にもそれらしきものがあるとの情報を塩沢

さんに提供し，確認されたものである。ほかにも

塩沢さんは，湘南に幾つかの生育地を存じ上げて

いるようであった。栗原さんは昭和61年頃から

庭先に生えていることに気づき，克明に観察し，

詳しい記録をノ ー トに記されてしイーグランドの

ような硬いことを割って出ているものや濡れ縁の

下，マテバシイやク ロマツの下などに全部で9本

が散らばって生えている。写真撮影の後に，車か

ら発泡スチロールの箱やスコッブが下ろされ，株

の掘り取り作業が始まった。現在栗原さんは一人

で住んでおられ，土地が売れた後は栃木県在住の

息子夫婦宅に移住されることになっているとい

う。したがって，クゲヌマランを絶滅から救うた

めに移植することになったのである。栗原さんの

庭に値えられているクロマツは，太さ径15crn，高

さは4rn，毎年開1瑚には花粉を散らし，庭先は一

面がまっ黄色になるとし、う。あちこちに広がって

生えている 9本とも掘り起こすと必ずクロマツの

根がクゲヌマランの根元を横断していて掘りにく

いことも知った。ほかに藤沢市の自生地もクロマ

ツ林内であり，クロマツとクゲヌマランの生育地

とは密接不離な関係にあることは容易に推定でき

た。採取された株の移植先は 2株が栃木県の栗

原さんの移転先，残り 7株は塩沢さん宅でしばら

く育てた後に，現在藤沢市が整備を進めている市

の施設に移すことになっている。植物誌調査の期
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問中は知らせてもらえなかったニュースを紹介し

たしだし、であるが，この情報を茅ヶ崎市がキャッ

チして，市で保護の対策を立ててもらいたかった

と思い，残念でならなかった。茅ヶ崎には他に自

生地があるが，今後はこのようなことがないよう

に保護には充分意を注ぎたいものである。

-藤沢市の自生地を調べる

「神奈川県植物誌1988Jに載っている分布図の

中の証拠標本は塩沢務さんに頂き，グラビアの頁

に載せるカラーネガも提供を受けていた。ところ

が出版の間近になって印刷効果のよいカラースラ

イドを他の方から借用することができたため，残

念ながら塩沢さんの写真は使わす.じまいに終っ

た。 1988年 5月に大場達之，永田芳男さんらとと

もに藤沢市の自生地を訪れ，写真撮影と調査がで

きたので簡単に記しておきたい。この自生地はや

や硬い砂地の小高い山で，高さが2~3田， 径

1O~15c皿のクロマツて・構成された明るい林で，そ

の林床には毎年100~123本のクゲヌマランが生え

ると Lづ。ほかにハマカキランが 6月に咲き，今

て、はすっかり少なくなったショウロも発生する。

クゲヌマランは，大きな個体では高さは40c皿，葉

は 7枚，花は 23個ほどもつけているものがあ

り，小さな個体では高さ20日，葉は 5枚，花は3

個稀に l個のものもあった。花は半聞きで白色，

花後には暗褐色に変わる。葉はすべて花序より短

く，厚仁光沢があり.ギンランの海岸型のよう

に推定で‘きた。クゲヌマランやノ、マカキランのほ

かに，アズマネサ勾ナ ・スズメノヤリ ・ツノレボ・ヒ

メスイバ ・チガヤ・マスクサ ・アキノキリンソ

ウ ・アカメサニサ ・スイセン ・ヨモギ ・へクソカズ

ラ ・オオフタパムグラ・ンメマツヨイクサ・チチコ

グサなどが林床に見られたが， 一部は雑草として

除去しているようである。

三浦半島の追加記録
大森雄治

・腐生ラン 3種の三浦半島における新分布地

今夏，山内好孝さんらのご協力により腐生ラン

3種，マヤラン，タシロラン，クロムヨウランの

新産地を追加することができましたのて‘報告しま

す。特にク ロムヨウランは三浦半島では1979年以

降初めての記録となりましt.:.， その後この標本を

手がかりに横須賀市博収蔵標本を整理したところ

果実のついた本種を確認することができましf占



あわせて報告します。記録は採集地，メッシュ記

号，採集年月 日，採集者の順です。なお以下の標

本はこれまでのようにし、ずれも横須賀市博物館に

収めてあります。

ラン科(226)

27 . '7ヤラン

横須賀市野比(YO-3，5)，1988.7.13，大森他

横須賀市西浦賀(yo-2)，1988.7.19，高橋三郎

41 タシロラン

横須賀市野比(YO-3，5)，1988. 7.13，大森他

横須賀市西浦賀(YO-2)，1988.7.19，高橋三郎

72 クロムヨウラン

三浦市小網代(MIU)，1988.7.28，山内好孝

機須賀市浦賀(YO-2)，1988.8.28，山内好孝

横須賀市野比(YO-3，5)，1988.9.1，大森他

横須賀市神明山(YO-3，5)，1981.1.10，山本久子

-自生のハマニンニク

三浦市剣崎の海岸でハマニ ンニク(テンキグ

サ)が採集されましTら現在湘南海岸に生えてし、

るハマニンニクは植栽されたものに由来するよう

です。しかし，房総半島では銚子から外房を経て

東京湾入口の富津まで分布している(千葉県植物

誌，1975)ことから推測して，剣崎のものは自生

と考えられます。

イネ科(209)

115ハマニンニク

三浦市剣崎(MIU)，1988. 7.1，山内好孝

-アマモとオオアマモの新産地

海中の維管束植物の調査は潜水作業を伴うので

なかなかできず遅れています。今回の標本も打ち

上げ採集したもので，地下茎や果実は採れません

でした。
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イトパドクゼリモドキについて

山 本 明

8月半ばすぎに大和市つきみ野 1丁目を歩いて

いるときに，道路わきにセリ科て細裂した葉をつ

けた見慣れぬ仲間が見つかりました。 1;株だけで

全長 60crnほどしかありませんが.白い花をつ

けt 若い実もついています。はじめはマツバゼリ

かとも思ったのてすが，はっきりした沢山の総畜

片が見られますので，そうではありません。工場

の近くの道ばたにあったのと ，今まてtこ見たこと

のなトセリ科なので，帰化品だろうとは見当をつ

けたのですが，どうもはっきりしません。ところ

が，幸いなことに浅井康宏先生にお目にかかる機

会がありましたので，標本を見て頂いたところ，

イトバドクゼリモドキ (Ammi visnaga (L.) 

Lam. )と同定して頂きましT占

イトパドクゼリモドキはヨーロッパ原産で，薬

用のために輸入され栽培されたそうてすが，野生

品は吉川代之助氏が 1970年夏に千葉県船橋市

で採集したのが始めで，和名は同氏の新称です

(植物採集ニュース54)0 吉川氏は国立科学博物

館の第 35回おしば展に出品され，その標本 (TN

S 280760)は現在，同館の標本庫にあります。先

日，私の標本と比較したところ一致しました。ま

た，広江美之助先生が 1979年に出された

rUmbelliferae of WorldJ も見ることができ

ました。

本種は「神奈川県植物誌1988Jには記録されて

おりません固出版以来どなたかが採集されていな

ければ，神奈川県新産となるのではなし、かと思

い，報告する次第です。

標本を同定して下さり ，また種々御教示いただ

いた浅井康宏先生，並びに標本の閲覧を許された

上，文献でもあ世話になった中池敏之先生に心か

ら御礼申し上げます。

コアカソもクサコアカソも

神奈川県に 2倍体が

確実に分布する

城川四郎

「神奈川県植物誌1988Jの572ページでは，

矢原先生の原稿でコアカソ ，クサコアカソとも

に，神奈川県では有性生殖型分布の確実な記録は

ないとされている。これは恐らくその目的をもっ

て神奈川県の調査がされていないからであろうと



思うロその調査も兼ねて丹沢周辺の山麓帯を，本

年8月初旬から中旬に歩いたら.両種ともにその

頃が雄花序の盛花期であることを確認した(コア

カソの方がやや早L、)。

なお，コアカソの 2倍体有性生殖型をすべてコ

パノ コアカソとするのか，それとも葉形の大小を

基準とすべきなのかは，今後の課題としたい。も

ともとコバノコアカソは伊豆，天城の葉の小形の

ものに命名されたもののようである。 572ペー

ジの分布図にコパノコアカソ類似品としその学

名にcf.が記されているが，前記の何れの基準に

よっても，この分布図はコパノコアカソそのもの

であって類似品 (cf.)の文字は削除すべきもの

であることがはっきりしたので，報告しておきた

-植物誌調査会の再出発
調査会は，植物誌の刊行をもって，所期の目的は達した訳てすが，フローラを記録する仕事はこれで終

わりということはなく，補充調査や追蹴調査をすべき多くの課題が残されています。そこで，調査会は解

散するのではなく ，今後も今まで通り，県 ・横須賀 ・平塚の 3つの博物館をセンターに標本の蓄積を図

り，将来の植物誌改訂版の刊行を目標に準備を進めていくことになりました。そうした趣旨で‘呼びかけた

ところ，新入会希望者を含め約 100人の方から引続き会員として活動を続けるとのご返事を頂きまし

た。再出発にあったての仲間は下記の名簿の通りです。

神奈川県植物誌調査会名簿(1988年 10月現在アイウエオ11原)
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-事務局から

1.(わ地区のζわの標本はたしかに博物館に届

けたにも関わらず，植物誌には分布点が打たれて

いない，どうなっているのかとしづ御質問を頂

く。苦労して採集，標本作成，県博への搬入をし

て下さった標本が生かされず，分布図の充実を欠

くことになったとすればご不満ご不審はもっとも

である。事務局のどの段階かで手落ちがあったか

もしれないので先ずお詫びを申し上げておきた

ただ標本が持ち込まれてから分布点になるまで

は原則として次の段階がある。準備収納，一次同

定，コンピューター入力，分類別整理，種別棚収

納，種別チェック表記入，二次同定，チェック表

修正，コンピューター修正入力。大量の標本につ

いてのこれらの作業量は膨大なものであったが献

身的協力の方々でようやく仕遂げられたものであ

ることはご理解願いたい。

2.これからでも植物誌1988に分布点の示されて
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L 、ない種類は，博物館に標本を提出した方がよい

のかというご質問を頂く。

是非お願いしたい。植物誌調査会の最も重要な

目的は今後ともたえず県内植物の調査を継続し

て，より正確な県内樋物の把握に努めることて寸

から。但し，生乾きで，標本に仕上がっていない

ものや，不完全標本で種の特徴を表わしていない

ものは特別の場合を除きご遠慮下さい。なお，提

出して下さる標本には採集地(メッ ・ンュが分かる

具体的な地名)，採集年月日，採集者名を記入し

たメモ(ラベル)を必ず添えて下さい。

一編集後記一

多くの方から原稿を頂くことができ、忙しくも

楽しL、編集でした。この号だけは、調査に関わっ

た者の思い入れを、前面に出したし、と思いながら

昔、面を作りました。なお、カットは植物誌本編か

ら使わせて頂きまじた。 (浜口哲一)
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